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１ 我孫子市の概要                

 

地勢 我孫子市は千葉県の北西部、都心から３０ｋｍ圏に位置しています。面積４３．１５㎢の

市域は、南北に約４ｋｍ、東西約１４ｋｍと細長く、北側に利根川を、南側に手賀沼を望む、自

然に恵まれた標高２０ｍ前後の台地と周囲の低地で形づくられた地形をなしています。 

  我孫子の歴史は古く、発掘調査により約３万年前から先人たちが住んでいたことが分かっていま

す。利根川に面した縄文時代の「貝塚」や手賀沼に面した「我孫子古墳群」に遠い昔をしのぶこと

ができます。時代の流れと共に、悠々たる歴史を育んできた我孫子に、近代化の幕が切って落とさ

れたのは、明治２９年に常磐線が開通してからのことです。鉄道が開通したことにより、大きな工

場が建てられる一方、美しい自然に惹かれた当時の文人や文化人たちが競って住居や別荘を構え、

経済の近代化や文化の面での活動が盛んになりました。さらに、明治３４年には成田線が開通し、

都心との経済的な交流もいっそう盛んになりました。昭和３０年に、当時の「我孫子町」「湖北村」

「布佐町」が合併し新制我孫子町となり、昭和４５年７月１日に我孫子市が誕生した頃からは、急

激に都市化が進んできました。市誕生当時は人口５万人弱でしたが、現在では１３万人を超える

人々が暮らし、首都圏の自然に恵まれた住宅都市として着実に発展しています。 

 

我孫子の由来  「我孫子」という地名は非常に難読な地名として知られています。現在のとこ

ろ、我孫子市域をさす「アビコ」として資料的に最古のものは、鎌倉時代末の正和２（１３１３）

年の「尼しんねん譲(ゆずり)状」（土地の相続をめぐる遺言書）に「しもつさのくにあひこのむ

ら」（下総国我孫子村）とあるものと考えられています。これにより少なくとも鎌倉時代には我

孫子市域が「アビコ」として呼ばれていたことが分かります。それ以前の奈良・平安時代の公式

な文書では我孫子市周辺は「下総国相馬郡」と呼ばれていて、我孫子という地名は確認されてい

ません。 

  それでは、我孫子の由来とは一体どのようなものでしょうか。古代において「我孫子」は氏（ウ

ジ）や姓（カバネ）という、血筋や職種にかかわる苗字のようなものであり、人名として使用さ

れていました。表記は異なりますが「阿毘古」「我孫公」という人の記録が残されています。古

墳時代（３世紀から７世紀）にかけて日本列島で大きな権力を有した大王（オオキミ、のちの天

皇家につながっていくとされる）や大和地方の有力豪族は、各地の地方豪族を支配下に治める際

に、豊かな土地を直轄地とし、そこに住む人々から貢納物を納めさせました。その際に土地やそ

こに住む人々に「我孫子」という名前が付けられたと考えられます。大阪や奈良をはじめ、全国

各地に「我孫子」「安孫子」「吾孫子」などの地名や人名が認められるのはこのためであると思

われます。 

  また発掘調査の成果からみると、我孫子には水神山古墳（高野山、全長６９ｍの前方後円墳。

４世紀後半。千葉県北西部地区最大の古墳）が作られ、古墳時代の早い時期から大和政権とつな

がった人物が居たと考えられることから、文字として残されてはいませんが、大王や大和政権と

の深い結びつきから「我孫子」の地名が付けられたと考えられるのです。 

参考文献 市史研究センター発行「ＴＨＥアビコ」 



2 

 

２ 我孫子市教育施策                

『我孫子市教育施策』は、教育委員会議の審議を経て、毎年度定めています。

施策の展開にあたっては、積極的に情報を発信するなどして、市民の皆様と情

報の共有を図りながら社会全体で「生きる力」をより一層育み、施策の基本方

針である「個性を尊重し、互いに学び合う、学校教育並びに生涯学習の推進」

を目指していきます。   

令和６年度我孫子市教育施策  

【基本方針】  

個性を尊重し、互いに学び合う、学校教育並びに生涯学習の推進  

 

【目標】  

Ⅰ .確かな学力と豊かな心、健やかな体を育み、子ども一人ひとりが

いきいきと輝く魅力ある学校づくりの推進  

重点施策１．学校教育環境の充実   

（１）安心して快適に学べる教育・学習環境の充実  

○児童生徒の安全確保と防災体制・安全教育・防災教育の充実  

○小中学校における学習環境の整備と充実  

○我孫子市公共施設等総合管理計画に基づく学校施設の個別施設計画の

推進  

（２）信頼される学校づくりの推進、教職員の意識高揚を図る職場環境づくり  

  ○学校評価・学校運営協議会制度を活用した学校経営の改善  

  ○「我孫子市学校職員の働き方会改革推進プラン」における、学校を支え

る人員体制の整備の推進  

  ○業務の平準化や教材・資料の共有化、学校行事の見直しを進めるなど、

教職員の負担軽減に向けた取組の推進  

○教職員全員で取り組む不祥事防止対策及びモラールアップ委員会の充実  



3 

 

重点施策２．子どもがいきいきと輝く学校づくり  

（１）確かな学力の育成   

○生きて働く「知識及び技能」の習得、未知の状況にも対応できる「思考

力、判断力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに

向かう力、人間性等」の育成  

○「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授業改善の推進  

  ○指導方法や指導体制の工夫改善による「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の実現  

○ＩＣＴ I環境の整備による学習の充実及び情報活用能力の育成  

○ユニバーサルデザイン IIの視点による全員がわかる授業づくり  

○学級経営の支援（Ｑ－Ｕ検査 III（ＷＥＢＱＵ）の活用）と指導力の向上  

  ○児童生徒及び教職員の学校図書館活用の推進  

  ○外国語・外国語活動における指導力の向上及びＡＬＴの活用  

（２）心身ともに健康な児童生徒の育成  

  ○思いやりのある豊かな心、社会性を育む規範意識を醸成する人権教育、 

体験活動及び道徳教育の充実  

  ○望ましい生活習慣につながる健康教育・食育の推進  

  ○心身の健全な発達を支える学校体育の充実  

  ○情操豊かな心を育てる文化的行事や学習活動の支援  

（３）幼児教育と小学校教育との連携・小中一貫教育の推進  

○幼児教育・保育から小学校教育への円滑な接続や、いわゆる「小１プロ

ブレム IV」の解消などに向けた幼保小連携の推進  

○郷土愛を育み、未来を拓く力と輝く心の育成を目指す、義務教育９年間

を見通した小中一貫教育の推進  

○中学校区ごとに目指す１５歳の生徒像を基にして作成したグランドデ

ザインを掲げ、地域の特色と人材を最大限に活かした小中一貫教育の推

進 

○学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的･職業的自

立に向け必要な基盤となる資質・能力を育成するキャリア教育の充実  

（４）地域に密着した学習の場の提供  
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○地域性を生かした学びの資源の活用    

○ふるさと学習の推進    

（５）地域とともにある学校づくり  

○コミュニティ・スクール（学校運営協議会 Vの設置）による学校と地域と

の連携・協働体制の構築  

○地域学校協働活動推進事業 VIの充実  

○地域の大学・高等学校との連携強化による児童生徒への学習支援の推進  

○中学校部活動における地域人材を活用した部活動指導員の配置  

（６）長期欠席児童生徒対策事業の強化  

  ○不登校予防や解消に向けた支援体制の充実と関係機関との連携強化  

  ○我孫子市教育支援センター（かけはし・ひだまり）の機能強化   

  ○校内教育支援センターの充実  

○自立と社会参加を目指した支援体制の整備  

（７）いじめ・非行防止対策  

○我孫子市いじめ防止対策推進条例に沿ったいじめの予防、早期発見と対

処及び解消  

○学校・市ほか関係機関との連携強化と相談窓口の充実  

○街頭パトロールの実施、青少年育成団体との連携強化による少年の非行

防止活動の推進  

  ○警察・生活安全関係機関との連携強化  

重点施策３．子どもの成長に応じた発達への支援   

（１）一人ひとりの状況に応じたきめ細かな支援体制の構築  

  ○就学支援の充実  

  ○個々に応じた教育体制の整備  

（２）教育相談・支援体制の充実  

 ○教育相談を充実させるシステムの構築  

○帰国・外国人児童生徒への支援体制の整備  

（３）特別支援教育の推進  

○一人ひとりの教育的ニーズに対応した特別支援教育の推進  

○特別に支援を要する児童生徒への支援体制の充実  
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（４）子ども部及び健康福祉部との連携強化  

○療育・教育システムの充実と切れ目のない支援  

○児童虐待の早期発見や児童生徒の自殺防止対策等についての連携強化  

 

Ⅱ . 市民が地域の自然や文化に愛着を持ち、豊かな人生を送ることが

できる環境づくりの推進  

重点施策１．生涯学習環境の充実  

（１）学びたいときに学べる学習機会の充実  

  ○公民館の学級・講座や生涯学習出前講座の充実  

○鳥の博物館の教育普及活動の拡充  

○図書館サービスの充実、市民の読書活動の推進  

○移動図書館車の積極的な活用  

（２）人づくり・まちづくりにつながる学習活動の支援 

  ○時代の変化や地域の課題に対応した学習機会の提供  

  ○学んだ成果を社会や地域で活かせる人材の育成・活用  

（３）学習施設の整備・充実   

  ○公民館、図書館、鳥の博物館などの施設・機能の充実  

（４）市民の学習活動を支える体制の整備   

    ○生涯学習推進計画に基づく施策の推進  

    ○生涯学習に関する情報の収集・提供と相談体制の整備・充実  

  ○市民活動団体・ＮＰＯ法人・学校・企業等との連携強化  

  ○生涯学習ボランティアの育成・活用  

  ○子ども部等と連携した、子どもの読書活動推進計画の推進  

重点施策２．歴史文化財の保存・継承と文化の振興   

（１）文化芸術活動への支援と環境整備  

    ○後援等の事業による文化芸術活動の充実  

    ○既存施設の効率的利用の促進  

（２）新たな文化芸術活動の創出  

    ○文化芸術活動や団体に関する情報の発信  

    ○文化芸術活動にふれる機会や参加する機会の充実  



6 

 

  ○文化芸術活動団体との協働のしくみを見直し、新たな魅力の創出  

（３）地域文化・郷土芸能の保存と継承  

  ○生活文化や郷土芸能の聞き取りや現地踏査などの調査・研究  

  ○生活文化や郷土芸能の継承  

（４）歴史的・文化的遺産の整備・活用  

  ○指定文化財制度や文化財登録制度による文化財の保存・活用  

  ○文化財保存活用地域計画に基づく整備・活用の推進  

（５）埋蔵文化財や歴史資料の調査・研究  

    ○埋蔵文化財や歴史資料に関する調査・研究の推進  

    ○埋蔵文化財や歴史資料に関する報告書・資料集等の刊行  

（６）歴史的・文化的遺産に関する情報発信の拡充  

    ○歴史的・文化的遺産を公開する場や機会の確保  

    ○地域の歴史や文化に親しめる環境づくりの推進  

重点施策３．スポーツの振興  

（１）スポーツ施設の管理・整備と民間施設等の活用  

  ○スポーツ施設の適正な維持管理  

  ○民間スポーツ施設の活用や近隣市施設の相互利用の推進  

（２）生涯スポーツの推進  

    ○スポーツ推進委員と連携した総合型地域スポーツクラブの育成・支援  

   ○生涯スポーツを支えるスポーツ指導者の養成  

  ○スポーツ推進計画の推進  

（３）スポーツを楽しむ機会の充実  

  ○市民が気軽に参加できるスポーツイベント等の開催  
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I ICT（情報コミュニケーション技術）： Information and Communication Technology の略。国の GIG 

A スクール構想（※）に基づき、市内小中学校の全児童生徒にタブレット端末配置と、高速通信環

境を整備し、学習で活用しています。学習活動の充実や、急速に変化する情報社会に求められる能

力の育成に取り組ん で います。 ※ GIGA（ギガ ） スクール構想： GIGA＝ Global  and  Innovation 

Gateway for All の略。子どもたち一人ひとりに合った学びの実現や、これまでの教育活動とと

もに情報通信技術を活用する取組です。   

II 学力の優劣や発達障害等の有無に関わらず、全ての児童生徒が「楽しくわかる・できる」ことを

目指し、教科指導における工夫や様々な子どもへの配慮を駆使して行う授業。  

III Ｑ－Ｕ検査（学級診断尺度調査）： Questionnaire-Utilities の略。学校生活における児童・生徒

個々の意欲や満足感、及び学級集団の状態を質問紙によって測定します。 実施により、いじめの防

止・発見、よりよい学級集団づくりに活用できます。我孫子市では、小学校は、 3・ 4・ 5・ 6 年生、

中学校は、 1・ 2・ 3 年生で実施します。  
IV 入学したばかりの 1 年生で、集団行動がとれない、授業中座っていられない、話を聞かないなど

の状態が数か月継続する状態です。  
V 平成 29 年 3 月の「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により、学校運営協議会の

設置が努力義務化されています。また、「学校運営協議会を設置した学校」と定義されているコミ

ュニティ・スクールは、「地域学校協働活動推進事業」とともに「地域とともにある学校づくり」

のツールとして示されています。  

VI 地域学校協働活動推進員を中心とする「地域学校協働本部」を設置し、地域住民や保護者が学校

支援ボランティアとなり、学習や部活動の指導などについて、学校のニーズや地域の実情に応じて

学校教育活動の支援を行うとともに、学校を核とした街づくりのためのネットワークを構築するも

のです。  
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３ 教育行政                    

 

（１）教育長及び教育委員  

 

職名  氏名  教育長の任期  備考  

教育長  
 まる のりひこ  

丸 智彦  

令和６年４月１日から 

令和９年３月３１日まで 

（令和３年４月１日就任） 

 

 

元教職員 

 

 

 

職名  氏名  委員の任期  備考  

 

委員  

（教育長職

務代理者） 

 

がまだ ともこ 

蒲田  知子  

令和２年１２月２６日から 

令和６年１２月２５日まで 

（平成２８年１２月２６日就任 ) 

 

 

元人権擁護委員  

 

 

委員  
むらまつ ひろやす 

村松  弘康  

令和５年１２月２６日から 

令和９年１２月２５日まで 

（令和元年１２月２６日就任 ) 

 

 

会社経営  

 

 

 

 

委員  

 

 

にいやま のりよ 

新山  訓代  

令和３年１２月２２日から 

令和７年１２月２１日まで 

（令和３年１２月２２日就任） 

 

主婦  

（保護者） 

 

委員  
なかむら みちひろ 

中村  通宏  

令和４年１０月３日から 

令和８年１０月２日まで 

（令和４年１０月３日就任） 

 

 

歯科医  
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（２）教育委員会議決事項  

 

①  教育行政の運営に関する基本方針を定めること。 

②  教育委員会の規則、訓令及び告示（規程形式に限る。）を制定し、又は改廃するこ

と。 

③  予算その他議会の議決を要する事件の議案について市長に意見を申し出ること。 

④  教育機関の設置及び廃止に関すること。 

⑤  教育機関の敷地を設定し、又は変更すること。 

⑥  教育機関の施設の整備計画を定めること。 

⑦  教育事務に係る特に重要な契約を締結すること。 

⑧  県費負担教職員の任免その他進退に関する内申に関すること。 

⑨  職員の任免その他の人事に関すること。 

⑩  附属機関の委員を任命し、又は委嘱すること。 

⑪  教育功労者を表彰すること。 

⑫  我孫子市立小学校設置条例（昭和39年条例第９号）第２条に規定する小学校及び我

孫子市立中学校設置条例（昭和39年条例第10号）第２条に規定する中学校の通学区

域を設定し、又は変更すること。 

⑬  教科用図書の採択に関すること。 

⑭  教科用図書その他の教材の取扱いの方針を定めること。 

⑮  職員の研修の実施に関する方針を定めること。 

⑯  職員団体との重要な交渉に関すること。 

⑰  請願及び陳情に関すること。 

⑱  教育委員会がその当事者である争訟に関すること。 

⑲  市文化財の指定及び解除に関すること。 

⑳  審査請求に対する裁決に関すること。 

㉑ 教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等に関すること。 

㉒ 前各号に掲げるもののほか、重要又は異例に属する事項 

 

我孫子市教育委員会行政組織規則（平成元年教育委員会規則第２号）抜粋 



（３）教育委員会事務局組織図

（令和6年4月1日現在）

保健給食係

特別支援・長期欠席対策係

相談係

鳥 の 博 物 館 博物館係

総 務 課

学 校 教 育 課

指導係

小中一貫教育推進係

教    育    長

歴史文化財係

スポーツ振興係

文 化 ・ ス ポ ー ツ 課

教 育 相 談 セ ン タ ー

施設係

総務係

学務係

生 涯 学 習 課
企画調整係

分館

 図  書  館

少年センター

指 　 導 　 課

（小中一貫教育推進室）

教 育 総 務 部

生 涯 学 習 部

総務係

公民館係

文化振興係

利用サービス係
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（４）事務分掌  

①教育総務部 

区分  事務の概目  

総務課  総務係  ○ 部の企画調整に関すること。 

○ 公印及び例規類の整備保管に関すること。  

○ 教育委員会議に関すること。 

○ 教育委員会の規則等の制定及び改廃に関すること。  

○ 教育委員及び教育長の秘書事務に関すること。  

○ 教育行政の施策の総括及び各課の所掌事務の連絡調整に関

すること。 

○ 儀式及び顕彰に関すること。 

○ 事務局職員の定数、任免その他の人事に関すること。  

○ 文書の受発及び保管に関すること。 

○ 附属機関の委員の任命及び委嘱に関すること。 

○ 事務局職員の研修及び福利に関すること。  

○ 議会との連絡に関すること。 

○ 教育行政相談受付に関すること。 

○ 教育振興基本計画の策定及び進行管理に関すること。  

○ 教育振興基金に関すること。 

○ 情報の公開等に係る受付及び実施に関すること。  

○ 前各号に掲げるもののほか他の係に属さない事務  

施設係  ○ 学校施設の整備計画に関すること。 

○ 学校施設の建築に関すること。 

○ 校地及び校舎の維持管理に関すること。 

○ 施設台帳の整備保管に関すること。 

○ 学校施設の国庫補助及び起債に関すること。  

学校教育課  学務係  ○ 学齢簿の編成、整備及び保管に関すること。  

○ 児童生徒の就学、転学及び退学に関すること。  

○ 児童生徒の就学援助に関すること。 

○ 児童生徒の就学免除、猶予に関すること。  

○ 通学区域の設定及び変更に関すること。 

○ 通学区域審議会に関すること。 

○ 幼児教育振興審議会に関すること。 

○ 学校の設置及び廃止に関すること。 

○ 県費負担教職員の任免その他の進退に関する内申及び服務

に関すること。 

○ 学校の組織及び編制に関すること。 

○ 学校の教材、備品等の整備に関すること。  

○ 備品台帳等財産台帳の整備に関すること。  

○ 学校に対する予算配分及び執行に関すること。  

○ 学校教育に係る国庫補助及び県費補助に関すること。  

○ 学校教育に係る調査及び統計に関すること。  

○ 県費負担教職員の福利厚生に関すること。  

保健給食係  ○ 学校給食の運営に関すること。 

○ 学校給食の衛生管理に関すること。 

○ 学校に勤務する職員及び児童生徒の健康診断に関すること。  

○ 学校医、学校歯科医、学校薬剤師等に関すること。  

○ 学校保健及び学校安全に関すること。 

○ 学校教育施設の環境衛生に関すること。 

○ 日本スポーツ振興センターに関すること。 
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区分  事務の概目  

指導課  

（小中一貫教育

推進室） 

指導係  ○ 学校経営及び学校教育の指導援助に関すること。  

○ 教育課程及び学習に関すること。 

○ 生徒指導及び教科外活動の指導助言に関すること。  

○ 教科用図書の採択に関すること。 

○ 研究校その他研究機関の指導助言に関すること。  

○ 教職員の研修に関すること。 

○ コンピュータ教育に関すること。 

○ 進路指導に関すること。 

○ 学校の連合行事に関すること。 

○ 学校体育の振興に関すること。 

○ 学校教育におけるいじめに関すること。 

○ いじめ防止対策委員会に関すること。 

小中一貫教育

推進係  

○ 小中一貫教育の計画に関すること。 

○ 教育課程及び学習指導に関すること。 

○ その他小中一貫教育に関すること。 

 

②生涯学習部 

区分  事務の概目  

生涯学習課  企画調整係  ○ 部の企画調整に関すること。 

○ 生涯学習及び社会教育に関する調査及び諸統計、資料の刊

行に関すること。 

○ 生涯学習審議会に関すること。 

○ 社会教育事業の計画・実施に関すること。  

○ 視聴覚教材・機材の貸出し及び管理に関すること。  

○ 社会人権教育に関すること。 

○ 成人式に関すること。 

○ 青少年関係団体に関すること。 

○ 子ども部の青少年健全育成事業との連携に関すること。  

○ その他社会教育に関すること。 

○ 生涯学習推進計画の策定及び進行管理に関すること。  

○ 生涯学習関係機関（小学校・中学校・高等学校・大学、民間

教育機関、企業等）との連絡調整に関すること。  

○ 文化施設整備基金に関すること。 

○ その他生涯学習の振興に関すること。 

文化・スポーツ課  文化振興係  ○ 文化事業の計画及び実施に関すること。 

○ 芸術文化の振興に関すること。 

○ 芸術文化団体の指導育成に関すること。 

○ 伝統芸能継承活動の推進に関すること。 

○ めるへん文庫基金に関すること。 

歴史文化財係  ○ 文化財の保護・活用に関すること。 

○ 文化財審議会に関すること。 

○ 歴史に関すること。 

○ 文化財保存基金に関すること。 

スポーツ振興係  ○ 社会体育施設建設計画に関すること。 

○ 社会体育施設の管理及び運営に関すること。  

○ 学校運動施設開放事業に関すること。 

○ スポーツ推進委員に関すること。 

○ スポーツ・レクリエーション団体の指導、育成に関すること。 

○ スポーツ・レクリエーションの振興に関すること。  

○ スポーツ・レクリエーション指導者の育成に関すること。  

○ ふれあいキャンプ場に関すること。 

○ スポーツ振興基金に関すること。 
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③教育機関 

所属課  教育機関名  係名  事務の概目  

教育相談センター 特別支援・

長期欠席

対策係  

○ 教材及び教具の活用に関すること。  

○ 教科用図書及び教材の給付に関すること。  

○ 教育情報の収集、整理及び活用に関すること。  

○ 不登校の児童又は生徒その他相当の期間学校を欠席し

ている児童又は生徒に対する相談及び支援に関すること。  

○ 教育支援センター（適応指導教室）の管理及び運営に

関すること。 

○ 特別支援教育に関すること。 

○ 児童又は生徒の教育支援に関すること。  

相談係  ○ 教育相談、心理相談及び発達相談に関すること。  

○ こども発達センターとの連絡調整に関すること。  

指導課  

 

少年センター ○ 少年の指導に関すること。 

○ 少年センターの管理運営に関すること。  

生涯学習課  我孫子地区

公民館  

湖北地区公

民館  

公民館係  ○ 学級、講座、講演会及び展示会等の実施に関すること。  

○ ボランティア、リーダー及び講師の養成に関すること。  

○ 公民館事業のカリキュラム等の調整及び調査研究に関

すること。 

○ 公民館の管理運営に関すること。 

○ 公民館事業の資料作成、刊行及び配布に関すること。  

○ 生涯学習センターの管理運営に関すること。  

○ 生涯学習情報の収集、提供及び学習活動の奨励及び

援助に関すること。 

○ 生涯学習相談に関すること。 

図書館  我孫子市民

図書館  

総務係  ○ 図書館計画に関すること。 

○ 文書の受発、保管及び公印の管理に関すること。  

○ 施設管理に関すること。 

○ 図書館の情報管理及び統計に関すること。 

利用サービ

ス係  

○ 図書館の利用サービス計画に関すること。  

○ 図書館の利用サービスに関すること。  

○ 関連団体の育成に関すること。 

○ 関係機関との相互協力に関すること。  

○ 図書館資料の収集、保存、管理及び提供に関すること。  

分館  ○ 分館の利用サービスに関すること。 

○ 図書館資料の収集、保存、管理及び提供に関すること。  

○ 移動図書館に関すること。 

鳥の博物館  博物館係  ○ 博物館施設の管理に関すること。 

○ 博物館運営計画作成に関すること。 

○ 博物館資料等の収集、保管及び展示に関すること。 

○ 博物館資料の調査研究及び普及活動に関すること。  

○ 他の博物館、関係機関との交流及び資料の交換に関す

ること。 

文化・スポー

ツ課  

白樺文学館  歴史文化

財係  

○ 白樺文学館資料の収集及び保存に関すること。  

○ 白樺文学館資料の展示及び閲覧に関すること。  

○ 白樺文学館資料についての調査及び研究に関すること｡ 

○ 白樺文学館の管理及び運営に関すること。  

○ 白樺文学館の入館受付に関すること。  

○ 白樺文学館の休館日、開館時間等に関すること。  

○ 白樺文学館の入館の減免に関すること。 

 



（５）教育費当初予算年次別推移
  （単位：千円）

年度

予算区分

教育総務費 1,724,310 1,708,313 1,662,799 1,642,894 2,200,191

教育委員会費 3,168 3,093 3,000 3,033 3,042

事務局費 335,524 355,586 330,104 342,179 321,921

教育研究指導費 502,262 465,366 472,066 506,622 1,093,812

学校教育費 883,356 884,268 857,629 791,060 781,416

小学校費 550,499 529,235 518,812 763,027 1,104,185

学校管理費 271,189 272,224 273,377 387,474 369,511

教育振興費 10,190 10,177 11,205 12,292 14,625

学校施設管理費 269,120 246,834 234,230 363,261 720,049

中学校費 202,246 258,652 259,107 298,389 318,823

学校管理費 150,082 152,912 154,198 220,201 197,212

教育振興費 1,644 1,644 11,999 12,105 16,263

学校施設管理費 50,520 104,096 92,910 66,083 105,348

社会教育費 798,072 956,075 776,088 1,060,290 1,043,746

社会教育総務費 109,865 100,974 105,452 114,630 110,952

公民館費 119,176 158,551 122,521 201,142 150,765

市史編さん費 4,286 6,433 7,603 6,113 6,314

文化費 135,771 119,382 82,886 93,554 153,889

少年センター運営費 4,772 4,788 4,796 4,918 5,422

図書館費 269,812 262,282 272,378 356,818 303,114

青少年教育費 3,030 2,876 1,376 1,373 1,316

博物館費 60,716 65,143 83,302 169,137 211,804

生涯学習センター費 90,644 235,646 95,774 112,605 100,170

保健体育費 1,191,116 876,176 897,092 1,110,081 1,361,594

保健体育総務費 93,968 83,031 77,407 77,066 102,518

保健給食費 619,002 633,869 607,005 821,872 878,415

体育施設費 478,146 159,276 212,680 211,143 380,661

教育費予算額 4,466,243 4,328,451 4,113,898 4,874,681 6,028,539

一般会計予算額 41,250,000 46,380,000 47,650,000 43,300,000 46,760,000

一般会計に占める割合 10.8% 9.3% 8.6% 11.3% 12.9%

令和３年度 令和６年度令和４年度令和２年度 令和５年度
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2,000,000
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7,000,000
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保健体育費

社会教育費

中学校費

小学校費

教育総務費

（単位：千円）
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１５ 

４ 教育施策と今年度の主な事業           

Ⅰ．確かな学力と豊かな心、健やかな体を育み、子ども一人ひとりがいきい

きと輝く魅力ある学校づくりの推進  

重点施策１．学校教育環境の充実                                  

（１）安心して快適に学べる教育・学習環境の充実  

○児童生徒の安全確保と防災体制・安全教育・防災教育の充実  

○小中学校における学習環境の整備と充実  

○我孫子市公共施設等総合管理計画に基づく学校施設の個別施設計画の推進  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

小中学校施設の維持管理  学校施設の改善工事、樹木剪定等の委託業

務を行います。  

○屋上防水、外壁等改修工事  

・湖北台西小学校、並木小学校  

〇給食室排気フード更新工事  

・我孫子第二小学校  

○給食室屋上防水及び給排気ダクト更新工

事  

・我孫子中学校  

〇屋内運動場電灯設備等更新工事  

・布佐中学校  

○巨木伐採業務委託  

・白山中学校  

総務課  

小中学校施設の維持管理  我孫子第三小学校、布佐小学校、高野山小

学校、根戸小学校、湖北台東小学校、布佐

南小学校、我孫子中学校、湖北中学校、布

佐中学校、湖北台中学校及び白山中学校の

校舎について、外壁のモルタル部分の劣化

状況を中心に調査を行い、校舎の安全性を

確認するとともに、今後の改修計画の資料

とします。  

総務課  

学校施設個別施設計画の

推進  

我孫子市学校施設個別施設計画に基づき、

老朽化が進む施設の長寿命化改修等を計画

的に進めます。  

総務課  



１６ 

学校教育環境の充実  子どもたちが安全に安心して登下校できる

よう、警察や道路管理者などと連携を図り

ながら、通学路の安全確保に関する点検や

対策に取り組みます。  

学校教育課  

布佐中学校区の学校の在

り方検討  

令和４年度、５年度の２か年にわたり我孫

子市布佐中学校区の学校の在り方検討委員

会にて、児童生徒にとって最適な学習環境

と学校の在り方について検討を重ねてきま

した。令和５年度に検討委員会から提言書

の提出があり、今後はこの提言書を基に布

佐中学校区の子どもたちにとってより良い

学習環境を整備していきます。  

学校教育課  

 

（２）信頼される学校づくりの推進、教職員の意識高揚を図る職場環境づくり  

○学校評価・学校運営協議会制度を活用した学校経営の改善  

○「我孫子市学校職員の働き方会改革推進プラン」における、学校を支える人員体

制の整備の推進  

○業務の平準化や教材・資料の共有化、学校行事の見直しを進めるなど、教職員

の負担軽減に向けた取組の推進  

○教職員全員で取り組む不祥事防止対策及びモラールアップ委員会の充実  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

スクールサポート教員配

置事業  

ティームティーチングによる指導や少人数

指導のための補助教員を配置し、児童のよ

り多様な学習活動を支援し、学習効果を高

めるため、小学校６校に６人、中学校５校

に６人を配置します。   

また、特別支援学級の担任の指導力向上の

ため、経験豊富な教員を小学校に１人配置

します。  

学校教育課  

 

 

 



１７ 

重点施策２．子どもがいきいきと輝く学校づくり                           

（１）確かな学力の育成  

○生きて働く「知識及び技能」の習得、未知の状況にも対応できる「思考力、判断

力、表現力等」、学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性

等」の育成  

○「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授業改善の推進  

○指導方法や指導体制の工夫改善による「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

実現  

○ＩＣＴ環境の整備による学習の充実及び情報活用能力の育成  

○ユニバーサルデザインの視点による全員がわかる授業づくり 

○学級経営の支援（Ｑ－Ｕ検査（ＷＥＢＱＵ）の活用）と指導力の向上  

○児童生徒及び教職員の学校図書館活用の推進  

○外国語・外国語活動における指導力の向上及びＡＬＴの活用  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

学力向上推進事業  市内小中学校で標準学力調査を実施しま

す。その結果分析の研修会を各学校で実施

し、児童生徒の学力向上を図るべく授業改

善にいかします。  

指導課  

教職員資質向上推進事業  市内小中学校が研究（研修）を実施するに

当たって、より充実した研究となるように

指導主事を派遣したり、我孫子市独自の研

修会を開催したりすることで、教職員の教

育的資質の向上を図ります。  

指導課  

学級経営の支援  教職員が、児童生徒の不登校・いじめ及び

学級集団が良好でない状態を早期発見・予

防し、児童生徒間のより良い人間関係を築

き、児童生徒各々に応じた学力の向上を図

るため、年２回の Q-U 検査（ＷＥＢＱＵ）

を活用して、学級経営支援を行います。  

指導課  



１８ 

小中学校コンピュータ教

育の推進  

ＧＩＧＡスクール構想による１人１台タブ

レット型端末のＩＣＴ環境をいかして学び

の充実を図ります。また情報モラル教育や

プログラミング教育を進め、児童生徒の情

報活用能力育成を図ります。  

指導課  

学校図書館活用の推進  学校図書館に蔵書管理システムを活用する

ことにより、市内全校の学校図書館の蔵書

を児童生徒が活用できるようにします。学

校図書館が、「学習センター」として児童生

徒の主体的で探究的な学習を支えるため、

システムの検索機能をいかし、学校司書が

授業を支援します。  

 

指導課  

国際理解教育の推進  英語や外国の文化に興味関心を持ち、積極

的に英語を活用しようとする児童生徒を育

成するために、ＡＬＴ（外国語指導助手）

を市内全小中学校に派遣し、学級担任、英

語専科教員、英語科教員と協力して外国語

及び外国語活動の授業を展開します。  

指導課  

子ども議会  

（隔年、Ｒ６は開催なし） 

次代を担う小中学校の児童生徒に、議会制

民主主義の理解やまちづくりに関心を深め

てもらうとともに、小中学生の市に対する

要望や意見などを聴取し、今後のまちづく

りの参考にすることを目的に開催します。  

指導課  

 

（２）心身ともに健康な児童生徒の育成  

○思いやりのある豊かな心、社会性を育む規範意識を醸成する人権教育、  体験

活動及び道徳教育の充実  

○望ましい生活習慣につながる健康教育・食育の推進  

○心身の健全な発達を支える学校体育の充実  

○情操豊かな心を育てる文化的行事や学習活動の支援  

 

 

 

 

 



１９ 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

学校給食管理運営事業  子どもたちの健やかな成長のために給食が

生きた教材となるよう、食育に取り組むと

ともに、地元の農産物を使った給食を提供

し、生産者への感謝の気持ちと郷土愛を育

みます。      

学校教育課  

児童・生徒の保健衛生事

業  

児童生徒の健康保持増進の実践力を育成す

るために、小中学校における食育・歯科保

健活動の充実を図ります。  

学校教育課  

小中学校体育文化活動事

業  

市内陸上競技大会で、体力の増強と挑戦す

る気持ちを育成します。市内音楽発表会で、

発表を鑑賞し合い、互いに学び合う場とし

ます。  

指導課  

 

 

（３）幼児教育と小学校教育との連携・小中一貫教育の推進  

○幼児教育・保育から小学校教育への円滑な接続や、いわゆる「小１プロブレム」の

解消などに向けた幼保小連携の推進  

○郷土愛を育み、未来を拓く力と輝く心の育成を目指す、義務教育９年間を見通し

た小中一貫教育の推進  

○中学校区ごとに目指す１５歳の生徒像を基にして作成したグランドデザインを掲げ、

地域の特色と人材を最大限に活かした小中一貫教育の推進  

○学ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社会的･職業的自立に向け

必要な基盤となる資質・能力を育成するキャリア教育の充実  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

幼保小連携  幼稚園・保育園・認定こども園と小学校と

の交流活動と、幼保小連携接続カリキュラ

ムの活用を通して、子どもたちの育ちと学

びをなめらかに繋ぎます。  

指導課  



２０ 

小中一貫教育の推進  郷土愛を育み、未来を拓く力と輝く心の育

成を目指し、９年間の義務教育を通して学

習指導や小中・小小の豊かな連携活動を行

います。各中学校区において、目指す１５

歳の姿を共有し、小中一貫教育グランドデ

ザインを基にした教育課程と、「 Abi☆小中

一貫カリキュラム」の実施で、教育活動を

繋ぎます。コミュニティ・スクールとの一

体的推進により、体験活動の充実を図りま

す。  

指導課  

ふるさとカリキュラムの

実施  

ふるさと学習を通じて地域への関心が深ま

り地域を愛する心情が育まれるよう、補助

教材「ふるさと我孫子の先人たち」及び「 Abi  

‐ふるさと」の授業に役立つ「指導資料集」

を配付し、それらを活用した各学校での授

業を推進します。  

指導課  

キャリア教育の推進  市内全小中学校で「我孫子市キャリア・パ

スポート」に取り組み、学ぶことと自己を

振り返る時間を充実させます。また、「夢の

教室」をオンライン又は対面で実施し、ア

スリートから夢に向かって努力することの

大切さを学びます。  

指導課  

 

（４）地域に密着した学習の場の提供  

○地域性を生かした学びの資源の活用    

○ふるさと学習の推進    

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

社会科副読本「わたした

ちの我孫子」の改訂  

 

ふるさと学習を通じて地域への関心が深ま

り地域を愛する心情が育まれるよう、社会

科副読本「わたしたちの我孫子」の編集・

改訂作業を進めます。  

教 育 相 談 セ

ンター  

 

 

 



２１ 

（５）地域とともにある学校づくり  

○コミュニティ・スクール（学校運営協議会の設置）による学校と地域との連携・協働

体制の構築  

○地域学校協働活動推進事業の充実  

○地域の大学・高等学校との連携強化による児童生徒への学習支援の推進  

○中学校部活動における地域人材を活用した部活動指導員の配置  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

コミュニティ・スクール

の推進  

各学校に設置した学校運営協議会と地域学

校協働活動の一体的推進を図り、学校と地

域が連携・協働して子どもたちを育むとと

もに、学校を核とした地域づくりを進めま

す。  

指導課  

学校運営協議会  学校運営協議会での熟議を通し、学校教育

目標の達成や学校課題の解決、子どもたち

の豊かな学びや体験活動等を推進し、「地域

とともにある学校」づくり実現を目指しま

す。  

指導課  

学校支援事業の充実  地域学校協働活動の充実に向け、地域学校

協働活動推進員と学校担当者に向けた研修

会を実施し、地域ボランティアや教育資

源・施設との緩やかなネットワークを構築

します。  

学習支援を中心に子どもたちの見守りや学

校環境の整備、学校行事の支援といった教

育活動支援に地域ボランティアや学生ボラ

ンティアの力を活用し、子ども達の豊かな

学びや体験活動を推進するとともに、教職

員の目が子どもに行き届く 体制を作りま

す。  

指導課  

部活動指導員  休日の中学校部活動の地域移行を円滑に進

めるため、地域の人材を活用し、部活動指

導員として各中学校に配置します。  

専門性の高い技術指導の提供や、大会等の

生徒引率を部活動指導員が行うことで、生

徒の活動の充実と教職員が部活動に係る時

間の削減も図ります。  

指導課  



２２ 

（６）長期欠席児童生徒対策事業の強化  

○不登校予防や解消に向けた支援体制の充実と関係機関との連携強化  

○我孫子市教育支援センター（かけはし・ひだまり）の機能強化   

○校内教育支援センターの充実  

○自立と社会参加を目指した支援体制の整備  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

長欠対策事業   

 

市内全小中学校に「心の教室相談員」を配

置し、児童生徒・保護者や教職員の教育相

談を受けます。また、市内全中学校及び小

学校８校で「校内教育支援センター」を運

営し、教室に入ることに不安がある児童生

徒を支援します。心の教室相談員、校内教

育支援センター指導員及びコーディネータ

ー、長欠対策主任教師に研修を実施してい

ます。  

教 育 相 談 セ

ンター  

教育支援センター「かけ

はし」・「ひだまり」の運

営  

 

不登校児童生徒に対して、「教育支援センタ

ー」での集団活動を通して自立心、社会性

を高め社会への適応能力を養います。その

過程において学校復帰も支援します。また、

必要に応じて個別の教育支援計画の作成や

心理相談員の配置によりきめの細かい指導

を行います。  

教 育 相 談 セ

ンター  

校内教育支援センターの

運営  

市内全中学校及び小学校８校で「校内教育

支援センター」を運営し、教室に入ること

に不安がある児童生徒を支援します。  

教 育 相 談 セ

ンター  

 

（７）いじめ・非行防止対策  

○我孫子市いじめ防止対策推進条例に沿ったいじめの予防、早期発見と対処及び

解消  

○学校・市ほか関係機関との連携強化と相談窓口の充実  

○街頭パトロールの実施、青少年育成団体との連携強化による少年の非行防止

活動の推進  



２３ 

○警察・生活安全関係機関との連携強化  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

いじめ防止対策事業  いじめの未然防止、早期発見、早期解決に

向けて、市のいじめ防止対策推進条例に基

づき、組織的・継続的ないじめ防止に努め

ます。また、教育委員会いじめ防止対策担

当が学校を訪問し、指導・助言に当たりま

す。  

指導課  

少年センター業務  少年指導員理事会を開催し、我孫子市を含

め、東葛飾地区における、犯罪・防犯に関

する現状報告を通して、少年の健全育成及

び非行化防止に向けての資質向上に努めま

す。  

少年指導員９２名が、６中区に分かれて、

商店街やゲームセンター、公園などのパト

ロールを行い、少年の健全育成や非行化防

止、犯罪被害の防止に努めます。  

市内、近隣市における不審者情報について、

注意喚起を促すことで、犯罪被害の防止に

努めます。  

県下一斉列車パトロールを実施し、マナー

の向上・非行防止・健全育成に努めます。  

少 年 セ ン タ

ー  

 広報紙「きずな」を発行することにより、

社会の中で規範意識を醸成するような支援

及び情報提供に努めます。  

市、自治会、教育関係機関、我孫子警察  

署など、関係機関の連携・協力により、犯

罪のない明るい社会の実現に努めます。  

市民全体で子どもを  

見守ろうという意識  

の高揚を図ることを  

目的として、学校を  

通じて「こども１１０ 

番の家」の登録を行  

い、看板又はステッ  

カーを配付します。  
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重点施策３ 子どもの成長に応じた発達への支援                         

（１）一人ひとりの状況に応じたきめ細かな支援体制の構築  

○就学支援の充実  

○個々に応じた教育体制の整備  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

教育扶助事業  

 

 

就学費用の負担が困難な児童生徒の保護者

及び特別支援学級に就学する児童生徒の保

護者に対して、必要な援助を行います。  

学校教育課  

 

（２）教育相談・支援体制の充実  

○教育相談を充実させるシステムの構築  

○帰国・外国人児童生徒への支援体制の整備  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

教育相談センターアドバ

イザー事業  

 

学校生活において何らかの困難を抱える児

童生徒について、学校の要請に基づき各校

担当アドバイザーが授業観察や心理検査等

を通じアセスメント（見立て）を行います。

それらを関係職員と共有し、校内で対象児

童生徒に必要な対応が行われるよう支援し

ます。また、必要に応じて校内委員会や支

援会議等への出席、保護者面接、他の専門

機関の情報提供等の連携も行います。  

教 育 相 談 セ

ンター  

児童生徒からの悩み相談

ホットライン  

教育相談センターに児童生徒専用電話とメ

ールによる相談窓口を設置し、相談員が対

応に当たることで児童生徒の様々な悩みの

解決に指導課・学校と連携して取り組んで

いきます。  

教 育 相 談 セ

ンター  
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教育相談・発達相談事業   

 

市内小中学生に関する、登校できない・友

だちができない・勉強が苦手・コミュニケ

ーションがとれない・落ち着きがない等の

本人や保護者の悩みについて、電話や来所

での相談・支援を行います。  

教 育 相 談 セ

ンター  

 

（３）特別支援教育の推進  

○一人ひとりの教育的ニーズに対応した特別支援教育の推進  

○特別に支援を要する児童生徒への支援体制の充実  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

就学相談事業   

 

こども発達センターや小中学校、関係機関

と連携を図りながら、学校体験・説明会・

心理検査等を通して、一人ひとりの児童生

徒に適した就学先を保護者が選択できるよ

う相談・支援していきます。  

教 育 相 談 セ

ンター  

学級支援員派遣事業   

 

特別な教育的ニーズのある児童生徒が安

全、安心な学校生活を送ることができるよ

う、学級支援員や通訳を配置します。  

教 育 相 談 セ

ンター  

教育相談センター巡回事

業   

 

年２回、市内全１９校を巡回します。新１

年生と特別支援学級を中心に、所長や指導

主事、教育相談員（アドバイザー）、言語聴

覚士等による授業観察を行います。各校の

管理職や特別支援教育コーディネーターか

らの説明等を通して、各学校の特別支援教

育体制を確認します。個別の支援計画・個

別の指導計画の進捗状況や ＭＩＭ活用状

況、長欠児童生徒の現状について確認しま

す。  

教 育 相 談 セ

ンター  
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特別支援教育推進事業   

 

特別支援教育コーディネーター研修会、学

級支援員研修会及び特別支援学級担任の研

修会を開催するとともに、各小中学校での

校内研修会の開催をサポートして、特別な

教育的支援を要する児童生徒の指導、支援

の在り方について、教職員の理解の向上を

目指します。  

また、日本語を理解することが困難な児童

生徒に対し、日本の生活に慣れ、有意義に

学校生活が送れるようにするために、日本

語指導者を派遣します。  

教 育 相 談 セ

ンター  

教育支援委員会の運営   

 

特別な教育的支援が必要と思われる児童生

徒の就学先について審議します。審議結果

は就学相談事業で活用し、保護者の相談に

応じ、助言します。  

教 育 相 談 セ

ンター  

 

（４）子ども部及び健康福祉部との連携強化  

○療育・教育システムの充実と切れ目のない支援  

○児童虐待の早期発見や児童生徒の自殺防止対策等についての連携強化  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

療育・教育システム連絡

会  

 

子ども相談課、こども発達センターととも

に乳幼児期から就学、卒業後の就労までを

総合的に支援していけるネットワークづく

りに取り組んでいます。  

教 育 相 談 セ

ンター  

教育相談・発達相談事業  （再掲） 25 ページ参照  教 育 相 談 セ

ンター  

就学相談事業  

 

（再掲） 25 ページ参照  

 

教 育 相 談 セ

ンター  
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Ⅱ．市民が地域の自然や文化に愛着を持ち、豊かな人生を送ることができ

る環境づくりの推進         

重点施策１．生涯学習環境の充実                                  

（１）学びたいときに学べる学習機会の充実  

○公民館の学級・講座や生涯学習出前講座の充実  

○鳥の博物館の教育普及活動の拡充  

○図書館サービスの充実、市民の読書活動の推進  

○移動図書館車の積極的な活用  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

のびのび親子学級  

 

 

 

 

 

 

 

 

２、３歳児コース２コースを開設します。  

人 間形 成に重 要な 幼児 期の 子育て につ い

て、参加者同士の交流を深めながら学びま

す。火・木コース：５月～７月（５回）、プ

チのびのび親子学級：９月～１１月（３回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課  

Baby のびのび親子学級  

 

 

 

 

 

 

 

 

生後１か月から５か月の赤ちゃんの保護者

を対象に開設します。子育てで抱える不安

を解消し、子育ての仲間づくりや、赤ちゃ

んとの絆を深める場を提供します。  

１期：５月～７月   

２期：９月～１１月  

３期：１月～３月  

（各５回）  

 

 

 

 

生涯学習課  
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家庭教育学級  小学校１年生の子どもを持つ保護者を対象

に開設します。子育てについての学習や参

加者同士の情報交換を通じて、家庭・親子

のあり方を考える機会を提供します。  

５月～１月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課  

アビコでなんでも学び隊  小・中学生を対象に、地元の学校・企業・

専門家の協力を得て、科学実験・工作・料

理・スポーツ等の学び体験を通じて、子ど

も の夢 や希望 を広 げる 場と して実 施し ま

す。７月～１月  

生涯学習課  

生涯学習出前講座  市民が主催する学習の場へ講師が出向いて

講座を実施します。  

講座は、文化・芸術等の分野において、専

門的な知識、技能等を持った市民の方がボ

ランティアで講師を務める「市民講師メニ

ュー」や、中央学院大学、川村学園女子大

学の教員が講師を務める「キャンパスメニ

ュー」、市政に関し職員が講師を務める「市

役所メニュー」があります。  

生涯学習課  

視聴覚教材・機材の貸出  視聴覚教材・機材の維持管理に努めながら、

広く市民に貸し出します。  

生涯学習課  
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てがたん  

（手賀沼周辺の自然観察

会）の開催  

 

 

博物館周辺の水田・畑地・斜面林、手賀沼

と周辺のヨシ原を対象に鳥や植物、昆虫な

ど季節に合ったテーマで我孫子の自然を楽

しみます。主に市民スタッフと協働で引率、

説明を行います。毎月第２土曜日、午前１

０時から１２時 (雨天中止 ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥の博物館  

あびこ自然観察隊  我 孫子 周辺の 自然 を特 徴づ ける環 境を 選

び、自然観察会を実施します。２月は、県

立手賀の丘少年自然の家との共催で行いま

す。  

 

鳥の博物館  

ジャパンバードフェステ

ィバル  

財団法人、企業、行政等で構成する実行委

員会が、自然環境の大切さを提唱するため、

鳥と環境をテーマにしたイベントを開催し

ます。手賀沼課及び商業観光課と共同事務

局を立ち上げて行います。  

令和６年度は１１月２日、３日開催予定  

 

鳥の博物館  

第 1 回 (4/13)  「てがたん２０周年」  

第 2 回 (5/11)  「ツバメの子育て」  

第 3 回 (6/8)  「植物のなかま探し」  

第 4 回 (7/13)   「生きるための毒」  

第 5 回 (8/10) 「いろいろな虫たちの”幼虫時代”」  

第 6 回 (9/14)   「小さなアリに注目！」  

第 7 回 (10/12)  「タケってどんな植物？」  

第 8 回 (11/2・ 3) 「てがたん  in JBF」  

第 9 回 (11/9)  「赤い実、食べた？」  

第 10 回 (12/14) 「飛ぶんだね  不思議だね  種の観察」  

第 11 回 (1/11)  「鳥インフルエンザから鳥たちを守ろう」  

第 12 回 (2/8) 「くらべてみよう鳥の体  くちばし編」  

第 13 回 (3/8) 「身近な猛禽  トビとミサゴ」  

第 1 回（ 7/28）  「手賀沼の魚をみよう」  

第 2 回（ 8/10）  「ツバメのねぐら観察会」  

第 3 回（ 10/13）  「秋の谷津田観察会」  

第 4 回（ 12/7）  「冬のカモ観察会」  

第 5 回（ 2/16）  「観察しよう！手賀沼の冬鳥」  
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室内啓発イベント  博物館学芸員、市民スタッフの指導で鳥だ

けではなく自然に興味を持つことができる

簡単な工作や実験を行い、子どもの創造性

を啓発します。また、鳥類の研究者と一般

市民が出会う機会を設け、自然を科学的な

目で観察することへの関心を高めます。  

鳥学講座・鳥のサイエンストーク (年１０

回 ・令 和６年 度も 引き 続き オンラ イン 開

催 )・鳥博セミナー（年１回・令和６年度は

１０月上旬開催予定）  

鳥の博物館  

あびっ子クラブ・学童保

育室における出前講座  

あびっ子クラブや学童保育室で出前講座

を行います。  

鳥だけではなく自然に興味を持つことが

できる簡単な工作や実験を行い、子どもの

創造性を啓発します。  

鳥の博物館  

夏の遊びと研究大集合  ８月中の日曜日に、自由研究のヒントにな

るような工作イベントを開催します。  

 

鳥の博物館  

常設展の充実  「世界の鳥」コーナーの展示標本及び体験

学習や解説等に活用する標本の充実を図り

ます。タッチ式デジタルサイネージを活用

した画像による展示・案内を行うとともに、

パンフレットを設置し最新の情報を提供で

きるよう努めていきます。  

鳥の博物館  

企画展の実施  自然環境の保全に関心を持ち、理解を深め

ることができるように、鳥や自然環境に関

す る季 節性や 話題 性に 即し たテー マを 選

び、実施します。併せて、博物館ボランテ

ィアや博物館友の会会員の活動成果の発表

機会として利用できるようにコーディネー

トします。  

 

 

 

 

鳥の博物館  

第 1 回（ 8/4）「ブーブーカモ笛」  

第 2 回（ 8/11）「ゴーストミミズク」  

第 3 回（ 8/18）「藍染め体験」  

第 4 回（ 8/25）「鳥のスカイスクリュー」 

第 92 回 (4/1～ 6/23)「猛禽－タカ・フクロウ・ハヤブサ－」  

第 93 回 (7/13～ 11/4)「山階芳麿博士の作った図鑑  

─『日本の鳥類と其の生態』ができるまで─」  



３１ 

夜間開館実施事業  アビスタ本館では、全開館日を午後８時ま

で開館し、利用機会の充実を図ります。  

図書館  

近隣センターでの図書館

サービス  

市民協働推進課と連携して、新木近隣セン

ターと天王台北近隣センターで図書館資料

の貸出・返却受付を行います。  

図書館  

図 書 館 ホ ー ム ペ ー ジ 運

営・活用事業  

図書館ホームページを積極的に活用して、

図書館の魅力発信を行います。普段図書館

利用から遠ざかっている青少年へのアプロ

ーチを積極的に行います。  

 

 

 

図書館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書資料収集・提供事業  図書館では幅広い分野にわたる資料（図書

等）を収集し市民に貸出を行っています。

市の図書館として重点的に取り組む郷土行

政資料、生活課題解決に繋がる資料、仕事

に役立つ資料、子どもたちの生きる力を育

む資料、青少年世代に親しみやすい資料な

どを充実させます。  

図書館  

図書館の情報化推進事業  外部有料データベース（新聞）及び国会デ

ジタル化資料送信サービスを活用し、より

高度な情報の提供を行います。  

 

図書館  
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図書館主催講演会・講座  

その他のイベント  

・講演会  

読書の楽しさ、事柄への探求心が広がる講

演会及びそれに伴う企画・展示を実施しま

す。  

令和６年９月２８日（土）アビスタ  

図書館  

 ・読書普及イベント  

電算システムの機能を利用して、ホームペ

ージ上で「読書マラソン大会」を開催しま

す。  

①  春：「読書スタート大会」  

４月２３日～５月３１日  

②  夏：「なつやすみ大会」  

７月２１日～８月３１日  

③  冬：「新春大会」  

  １２月１５日～１月３１日  

 

市外図書館・大学・関係

機関との連携協力  

市内２大学との連携協力により、市民の大

学図書館利用や資料の閲覧を可能にし、大

学への団体貸出も行います。また、国立国

会図書館、千葉県立図書館、県内市町村立

図書館と連携し、図書館資料の相互利用を

図り、多様かつ高度な資料提供を可能にし

ます（一部の送料は受益者負担）。  

図書館  

郷土行政資料サービス事

業  

我孫子市・千葉県の郷土行政資料を収集、

保存し、市民に提供します。白樺文学館や

杉村楚人冠記念館、また、その他の文化施

設と連携を密にし、企画展示や講座等を実

施します。  

・楚人冠講座（会場：アビスタ）  

①  ５月１２日（日）②１１月２３日（土） 

図書館  
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文 字 ・ 活 字 文 化 の 日   

（１０月２７日）関連事

業  

読書の楽しみを広め、図書館利用の促進を

図るため、講座の開催及びＰＲ誌の発行を

します。  

・「秋のたより」発行  

図書館  

児童サービス事業  ①おはなし会の開催  

・親子で楽しむおはなし会（３歳以下の乳

幼児と保護者対象）  

・おはなし会（４歳～９歳対象）  

・出張おはなし会  

・そよかぜおはなしタイム（移動図書館青

山台及び川村保育園ステーションでのおは

なし会）  

図書館  

 ②  調べ学習用図書の貸出  

・移動図書館学校巡回の際、配本します。  

 

 ③  小学生向け図書館情報紙「たんた新聞」

の発行  

・年４回（４月、７月、１０月、１月）発

行しおすすめの本を紹介。楽しみながら本

に親しむ環境づくりに努めます。４月号は、

子ども読書の日にちなんで２３日に発行し

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 ④  子ども読書の日（４月２３日）関連事業  

「みんなで育てよう！“図書館の木”」の実

施（４月２３日から５月２３日まで）  

・小学生以下の子どもに、図書館の本の中

から「おすすめの  

本」「好きな本」を  

選んで用紙に書い  

てもらい、館内の  

「図書館の木」に  

貼ってもらいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３４ 

（児童サービス事業）  ⑤  子どものための科学実験講座  

・身近な題材で科学実験講座を実施するこ

とにより、子どもたちの科学への関心を高

め、読書へと繋げます。  

８月１日（木）午前：布佐分館  午後：ア

ビスタ本館  

（図書館）  

 ⑥離乳食教室での乳児と保護者への読み聞

かせ  

・健康づくり支援課と連携して、離乳食教

室の場に出向き、市民スタッフとの協働の

もと、乳児と保護者を対象に、絵本にふれ

る大切さや楽しさを伝えるため、図書館の

利用案内及び絵本の読み聞かせを実施しま

す。  

 

 ⑦文字活字文化の日（１０月２７日）関連

事 業「 よむよ むラ リー 」の 実施（ １０ 月   

２７日から１１月３０日まで）  

・幼児・小学生を対象に市内小学校と連携

して読書スタンプラリーを実施し、ゴール

した用紙をパウチして記念品としてプレゼ

ントします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内小中学校の図書館と

の連携・協力事業  

総務課、学校教育課及び指導課と連携し、

学 校図 書館支 援セ ンタ ー機 能の充 実 を 図

り、学校図書館整備の支援、調べ学習のた

めの資料、情報提供を行います。年２回学

校図書館市民図書館連絡会議を開催し、子

どもたちの読書環境向上に向けて方策を検

討します。  

学校司書連絡会において、児童生徒及び教

職 員の 学校図 書館 活用 を推 進して いき ま

す。  

図書館  
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図書館利用に障害のある

人へのサービス事業  

文字を読むことが困難な方への対面朗読、

来館困難な方への資料の宅配サービス、耳

や言葉の不自由な方へのファックスでのリ

クエストの受け付けを行います。また、視

覚障害等が原因で読みたい資料をそのまま

では利用できない方に、資料の内容を音声

化したデイジー録音図書を市内朗読ボラン

ティアと協働で作成し、提供します。  

図書館  

多文化サービス事業  在住外国人が気軽に図書館を利用できるよ

うに、外国語資料等を充実します。  

図書館  

図書館市民スタッフとの

協働事業  

図書館市民スタッフとの協働によって、視

覚障害者等への対面朗読サービス、高齢者

のつどい等への出張おはなし会、移動図書

館青山台ステーション等でのおはなし会、

布佐分館おはなし会、学校図書館整備支援

事業、保健センターでの乳児と保護者対象

の絵本の読み聞かせ事業等を行います。  

図書館  

移動図書館巡回事業  

 

図 書館 に来館 しに くい 地域 の住民 のた め

に、移動図書館を巡回し本の貸出しを行っ

ています。市内１６か所のステーションを

巡るとともに、小中学校への巡回も行い、

児童・教職員へ本の貸出しをします。  

また、高齢者施設への団体貸出等を実施し

ます。  

湖北台分館の老朽化により館内への立ち入

りができなくなったことから、土曜日の１

３：３０～１５：３０に同敷地内に開館し

ます。  

湖北台西小学校と湖北台東小学校の巡回時

に一般市民が利用できるようにします。  

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館  

そよかぜ号  

図書館  
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（２）人づくり・まちづくりにつながる学習活動の支援  

○時代の変化や地域の課題に対応した学習機会の提供  

○学んだ成果を社会や地域で活かせる人材の育成・活用  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

二十歳成人式の開催  成人（二十歳）代表と連携し、式典の企画

と運営を行います。式典は、令和 7 年１月

12 日 （日）けやきプラザで開催します。  

対象：平成 16（ 2004）年 4 月 2 日～平成 17

（ 2005）年 4 月 1 日に出生した者  

生涯学習課  

長寿大学  ６５歳以上の市民を対象に、４年制の高齢

者学級を実施します。高齢期の課題ととも

に地域の活動やまちづくり等に参画できる

よう学習課程を学びます。  

４月～３月  

生涯学習課  

熟年備学  熟年世代を対象に、豊かで充実した人生を

送るには、どんな備えが必要なのか、知識

と心構えを学びながら、これからの人生を

考える場として実施します。  

５月～１２月  

生涯学習課  

 

（３）学習施設の整備・充実  

○公民館、図書館、鳥の博物館などの施設・機能の充実  

 

今年度の主な事業    

事業名  内  容  担  当  

地域交流教室の管理運営  小学校５校の余裕教室５教室を、大人と子

どもの交流や学習等の様々な活動の場とし

て提供します。  

 

生涯学習課  

生涯学習センター施設の

維持管理  

 

誰でも、いつでも、どこでも学べる生涯学

習の場として、快適で利用しやすい施設の

管理運営に努めます。  

 

生涯学習課  
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湖北地区公民館の運営  施設の設置目的をより効果的・効率的に達

成するため、指定管理者制度を活用し、生

涯学習の場の整備・充実を進めます。  

 

生涯学習課  

鳥類生息状況調査  我孫子市周辺地域の自然環境の特性や変化

を鳥類の生息状況から把握するため、定期

的にセンサス調査を実施し、結果を公表す

るとともに、それらの成果を企画展にも反

映させます。さらに、結果をまとめた『調

査研究報告書』をホームページに掲載しま

す。  

鳥の博物館  

鳥類標本・資料の収集  博物館事業の基盤となる鳥類標本資料の収

集と永続的な保管管理を行います。  

鳥の博物館の所蔵する標本は山階鳥類研究

所管理の標本データベースで検索、閲覧す

ることができます。今後さらに、鳥の博物

館の収蔵庫内にどのような標本を収集して

いるのかをオンラインで見ることができる

よう、公開する標本の範囲を広げてアップ

デートを行っていきます。  

鳥の博物館  

 

図書・映像資料の整理と

データ作成  

鳥類に関する図書を収集し、保存管理する

とともに、より利用しやすくするため、デ

ータベース化を進めます。本棚の設置等に

より資料コーナーを充実します。  

 

鳥の博物館  

 

常設展示リニューアルに

向けた検討  

鳥の博物館展示リニューアル基本計画検討

委員会を開催し、常設展示リニューアルに

向けて基本計画を策定します。  

鳥の博物館  

 

鳥の博物館ミュージアム

ショップの充実  

入館者の要望や意見を積極的に取り入れ、

安全で楽しく遊べる  

グッズや来館記念と  

なるオリジナルグッ  

ズを用意し、来館者  

が楽しめるようなミ  

ュージアムショップ  

として充実を図りま  

す。  

 

 

 

鳥の博物館  
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鳥の博物館施設設備の維

持管理  

劣化した施設や設備の修繕又は更新を行い

ます。  

・屋上・外壁改修工事  

・換気設備改修工事  

・昇降機更新工事  

 

鳥の博物館  

 

図書館施設設備の維持管

理  

安全で快適な読書環境を提供するために施

設や設備の維持管理に努めます。  

・布佐分館誘導灯誘導標識変更修繕  ４月  

・アビスタ本館床面修繕  ６月  

・アビスタ本館南側雨漏り修繕  ６月  

・布佐分館防災設備改修工事設計業務委託  

 上半期  

 

図書館  

 

（４）市民の学習活動を支える体制の整備  

○生涯学習推進計画に基づく施策の推進  

○生涯学習に関する情報の収集・提供と相談体制の整備・充実  

○市民活動団体・NPO 法人・学校・企業等との連携強化  

○生涯学習ボランティアの育成・活用  

○子ども部等と連携した、子どもの読書活動推進計画の推進  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

生涯学習審議会  生涯学習推進の施策や事業などについて検

討・審議を年２回行います。  

生涯学習課  

生涯学習推進委員会の開

催  

生涯学習推進計画に関する課題の調整や進

行管理を行います。  

生涯学習課  

生涯学習推進事業  大学や生涯学習団体、他課等と連携し、市

民の学習ニーズにあった単発講座を開催し

ます。また、生涯学習情報誌を発行します。 

 

生涯学習課  

保育スタッフ事業  公民館や図書館利用者のための一時保育を

保 育ボ ランテ ィア の協 力を 得て実 施し ま

す。４月～３月  

生涯学習課  
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鳥の博物館市民スタッフ

への支援  

環境学習・体験学習のリーダーとして、ま

た、来館者へのガイドとして必要な実体験

や学習を習得するための支援を行います。  

 

鳥の博物館  

鳥の博物館友の会への支

援  

 

友の会会員自らの生涯学習（鳥絵、鳥凧な

ど）を行うための支援を行います。  

 

鳥の博物館  

我孫子市子どもの読書活

動推進計画の進行管理  

子どもの読書活動の推進に関する各課事業

の調査を実施し、進行管理を行います。  

 

図書館  

 

重点施策２．歴史文化財の保存・継承と文化の振興                       

（１）文化芸術活動への支援と環境整備  

○後援等の事業による文化芸術活動の充実  

○既存施設の効率的利用の促進  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

文化祭及び文化芸術団体

の育成・支援  

市民の文化芸術活動普及のため、９月２５

日から１１月２４日まで市民文化祭を開催

し、多くの市民参加を促します。また、文

化芸術活動団体の充実と資質の向上及び文

化芸術の普及を図るため、事業の後援等を

実施し、団体の活動を支援します。  

また、文化祭のプレイベントとして、気軽

に文化体験できる「みんなの文化体験会」

を９月８日に実施します。  

文化・スポー

ツ課  

 

（２）新たな文化芸術活動の創出  

○文化芸術活動や団体に関する情報の発信  

○文化芸術活動にふれる機会や参加する機会の充実  

○文化芸術活動団体との協働のしくみを見直し、新たな魅力の創出  
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今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

文化芸術自主事業  市民の鑑賞及び参加意欲を高めるための事

業として｢市民参加型コンサート“未来につ

なぐ夢フェス”｣や「文化・スポーツ課企画

展、白樺楽藝会」を実施します。  

また、日本舞踊を体験してもらい、伝統古

典芸能に興味を持つ入口となるような体験

教室（３回）を実施します。  

 

文化・スポー

ツ課  

 

子どものための舞台鑑賞

事業  

子どもたちに良質な舞台芸術を鑑賞する機

会を提供し、心豊かな成長を促すとともに、

舞台鑑賞のマナーなどを養うことを目的と

した子どものための舞台鑑賞事業を１２月

１４日に実施します。  

文化・スポー

ツ課  

めるへん文庫事業  子どもたちが創作活動に親しみ、豊かな感

性を育むことを目的とした｢めるへん文庫｣

事業を図書館と連携して実施します。  

受賞作品集を刊行し、受賞作品展を２月２

１日から３月２日まで実施します。  

また、ワークショップとして「めるへん学

校」を６月９日に実施します。  

 

文化・スポー

ツ課  

 

（３）地域文化・郷土芸能の保存と継承  

○生活文化や郷土芸能の聞き取りや現地踏査などの調査・研究  

○生活文化や郷土芸能の継承  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

市史調査研究  市内に残された古文書や民俗などの聞き取

り調査や現地踏査を通じ、我孫子市に伝え

られてきた生活文化を大切にし、次の世代

に繋げていきます。  

文化・スポー

ツ課  
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郷土芸能祭  市内に伝承されている里神楽やお囃子など

の郷土芸能を市民に普及するとともに後継

者の育成を図るため郷土芸能祭を１２月１

日に実施します。  

文化・スポー

ツ課  

郷土芸能体験教室  郷土芸能に触れる機会が少ない子どもたち

に、日本古来の伝統的な和太鼓、踊りを体

験してもらい、民俗芸能に興味を持つ入口

となるような体験教室（３回）を実施しま

す。成果を発表することで楽しさを体験し、

次 世代 へ郷土 芸能 を継 承す る機会 とし ま

す。  

文化・スポー

ツ課  

 

（４）歴史的・文化的遺産の整備・活用  

○指定文化財制度や文化財登録制度による文化財の保存・活用  

○文化財保存活用地域計画に基づく整備・活用の推進  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

旧井上家住宅の保存と活用 市指定文化財である旧井上家住宅の母屋保

存整備を行います。  

引き続き邸内の部分公開を行い、文化財的

価値の認知向上を図ります。  

今年度から市民ガイドボランティアの設置

を行い、母屋の見学頻度を上げていきます。 

庁内で旧井上家住宅保存活用計画作成に向

けての検討会を行います。  

 

文化・スポー

ツ課  

我孫子市文化財保存活用

地域計画の推進  

我 孫子 市文化 財保 存活 用地 域計画 に基 づ

き、我孫子市内に所在する史跡と文化財の

保存と活用を通じ「我孫子遺産」を次世代

に継承させる取組を進めます。  

今年度は我孫子市文化財保存活用地域計画

に載っている市民ガイドボランティア組織

の立ち上げを行います。  

 

文化・スポー

ツ課  
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白樺文学館・杉村楚人冠

記念館・旧村川別荘の活

用  

 

白樺文学館・杉村楚人冠記念館で企画展・

講演会を開催して我孫子の歴史と文化につ

いて認知向上に努めるとともに、旧村川別

荘と連携し、大正から昭和初期にかけて花

開いた創造的文化の歴史を体感できる空間

づくりを進めます。  

また、今年度から旧村川別荘市民ガイドの

ような市民ガイドボランティアを各施設に

設置し、学芸員が不在でも展示の解説が深

まるよう取り組みます。  

文化・スポー

ツ課  

 

（５）埋蔵文化財や歴史資料の調査・研究  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する調査・研究の推進  

○埋蔵文化財や歴史資料に関する報告書・資料集等の刊行  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

埋蔵文化財発掘調査  市内の埋蔵文化財が開発等で損壊される場

合、事前に発掘調査を実施して記録保存を

実施します。  

文化・スポー

ツ課  

発掘調査報告書の刊行  市内における埋蔵文化財発掘調査に伴う発

掘調査報告書を刊行するとともに、補助金

を活用して重要遺跡である新木南部遺跡群

の発掘調査報告書を刊行します。  

文化・スポー

ツ課  

文化財報告書の刊行  市内における文化財施設に所蔵されている

資料の調査を文化財報告書として刊行しま

す。  

文化・スポー

ツ課  

 

（６）歴史的・文化的遺産に関する情報発信の拡充  

○歴史的・文化的遺産を公開する場や機会の確保  

○地域の歴史や文化に親しめる環境づくりの推進  

 

 



４３ 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

文化財展の開催  発掘調査で出土した埋蔵文化財及び市指定

文化財を宣伝するための文化財展を開催し

ます。  

文化・スポー

ツ課  

文化財施設を活用した市

内小中高や市民団体との

連携  

白樺文学館、杉村楚人冠記念館、旧村川別

荘及び旧井上家住宅を活用し、市内小中高

や市民団体と連携することにより、文化財

の周知に努めます。  

文化・スポー

ツ課  

 

重点施策３．スポーツの振興                                      

（１）スポーツ施設の管理・整備と民間施設等の活用  

○スポーツ施設の適正な維持管理  

○民間スポーツ施設の活用や近隣市施設の相互利用の推進  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

取手市とのスポーツ施設

相互利用  

市民カードの提示で取手市のスポーツ施設

を市民料金で使用できます。市民カードは、

教育委員会、市民体育館、市民課窓口又は

各行政サービスセンターで作ることができ

ます。  

文化・スポー

ツ課  

市民体育館改修事業  市民体育館給排水設備等の更新工事を行い

ます。  

文化・スポー

ツ課  

五本松運動広場整備事業  五本松運動広場におけるサッカー場兼ラグ

ビー場整備に向け、事業者選定の準備、測

量、地質調査を行います。  

文化・スポー

ツ課  

 

（２）生涯スポーツの推進  

○スポーツ推進委員と連携した総合型地域スポーツクラブの育成・支援  

○生涯スポーツを支えるスポーツ指導者の養成  

○スポーツ推進計画の推進  



４４ 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

総合型地域スポーツクラ

ブの展開  

市内に７つある総合型地域スポーツクラブ

の活動支援を行っていきます。  

文化・スポー

ツ課  

スポーツ指導者養成講座

開催  

日本スポーツ協会の公認資格の取得ととも

に我孫子市独自の講義を交えて指導者養成

講座を開催します。  

文化・スポー

ツ課  

スポーツ推進計画の推進  スポーツ基本法に基づき令和４年度に策定

した我孫子市スポーツ推進計画を推進しま

す。  

文化・スポー

ツ課  

部活動地域移行の推進  我孫子市部活動地域移行検討委員会にて関

係団体と協議しながら、一部の部活動にお

いてモデルケースとして地域移行の実証事

業を行います。  

文化・スポー

ツ課  

 

（３）スポーツを楽しむ機会の充実  

○市民が気軽に参加できるスポーツイベント等の開催  

 

今年度の主な事業        

事業名  内  容  担  当  

市民体育大会  我孫子市スポーツ協会加盟の各競技団体が

市民体育大会を開催します。  

文化・スポー

ツ課  

千葉県民体育大会  千葉県スポーツ協会加盟の各競技団体が参

加します。  

文化・スポー

ツ課  

ファミリースポーツテス

ト  

６月１６日に開催。  

文部科学省作成の体力テストを実施しまし

た（大人も子どもも参加可能）。  

文化・スポー

ツ課  

チャレンジスポーツフェ

スタ  

１０月５日に開催予定。  

我 孫子 市民体 育館 を中 心に 開催し ます 。

様々なスポーツの体験を通して市民のスポ

ーツ活動の振興に繋げます。  

 

文化・スポー

ツ課  



４５ 

手賀沼チームラン・キッ

ズラン「うなきちカップ」 

１１月３０日に開催予定。  

手賀沼親水広場特設コースで４時間リレー

マラソンイベントを開催します。他に子ど

もたちが参加できる「親子ラン」「キッズラ

ン」、中学生以上の「マイルラン」も行いま

す。  

文化・スポー

ツ課  

新春マラソン大会  １月２６日に開催予定。  

湖北台中学校周辺で新春マラソン大会を開

催します。親子ペアも実施しますので、子

どもから大人まで参加できる大会です。  

文化・スポー

ツ課  

ボールゲームフェスタ  ３月２日に開催予定。  

日本トップリーグ連携機構との共催で小学

生を対象に開催します。１年生から３年生

は親子でボールを使って遊ぶことの楽しさ

を体験、４年生から６年生は４種目の球技

を体験します（予定種目：バレーボール、

ホッケー、ソフトボール、サッカー）。  

文化・スポー

ツ課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ５ 資料　(1)我孫子市学校教育の重点

① ① ①

② ② ②

③ ③

③ ④

④ ④

⑤ ⑤

⑥ ⑤ ⑥

⑦ ⑥

① □ □ □

□

□ □

□

□

□ □

□

□ □ □

□

□ □

□ □ □

□ □

□ □

□

□ □ □

□ □ □

□

□ □ □

□ □

○キャリアステージに応じた教職員の資質向上研修の充実（成長期・発展期・充実期）
○各学校での校内研究会・若年層授業研修会の充実（指導主事の要請）

① ① ①

②

・ ③ ②

③

・ ④ ④

⑤

② ⑥ ・

⑦

学校体育の充実

「いのち･こころ･からだの学習」

食育・健康教育の推進

学校安全のための指導体制

防災教育の充実

道徳教育、人権教育の充実

人間関係づくりを基盤にした

グループ学習、体験的学習、

主体的な学びを支える学級経営

いじめ防止対策の充実

校内教育相談体制の確立

特別支援教育の充実

思考力、判断力、表現力等の育成

外国語･外国語活動の推進による

コミュニケーション能力の育成

学校図書館活用の推進

ＩＣＴ教育の推進

情報活用能力の育成

ICT教育支援員による学習支援

情報モラル教育の実施
⑤

分析を踏まえた授業改善
研修体系に基づく研修の充実

基づく体制整備
よる「個に応じた指導」の充実

指導過程・学習形態の工夫

学習環境の充実充実

タブレットの活用を生かした

目　　　標

子どもたちの安全のための組織

の充実

学習集団づくり

生きて働く知識及び技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力、人間性等の涵養

の充実

づくり

未知の状況にも対応できる

連続性のある「多様な学びの場」

と支援の充実

ＷＥＢＱＵの活用による

不登校対策校内組織の運営

関係機関との連携による教育相談

具　　　体　　　的　　　な　　　取　　　組　
実践モデルプログラムを軸とした 体力・運動能力調査結果及び運動

学校図書館の充実と効果的な活用

不登校対策の強化

ついての連携強化

小中学校における学習環境の

整備と充実

信頼される学校づくりの推進、

環境づくり

教職員の意識高揚を図る職場

子ども部及び健康福祉部との

連携強化

児童虐待の早期発見や児童

地域とともにある学校づくり

いじめ・非行防止対策 生徒の自殺防止対策等に

地域に密着した学習の場の提供

長期欠席児童生徒対策事業の強化

安心して快適に学べる教育・

学校教育環境の充実

教職員の資質向上

子どもの成長に応じた発達への支援

口腔衛生指導の推進

見守り隊等、地域との連携

安全教育・防犯教育の充実

学び合う授業研究の推進 特性を踏まえた系統的な指導の工夫
いじめアンケート、ＷＥＢＱＵの 全国学力・学習状況調査等の結果・

学校給食を活用した食育の推進

指導方法や指導体制の工夫改善に

ユニバーサルデザインの視点による

活用によるいじめの早期発見・解消

および不適応等への迅速な対応

豊かな人間関係づくり実践プログ

ラムの推進 わかりやすい授業づくり

①

②

③

主体的・対話的で深い学びの実現

児童生徒の安全確保と防災体制

実施やこども110番の家の周知

確かな学力の育成

心身ともに健康な児童生徒の育成

一人ひとりの状況に応じた

小中一貫教育の推進

安全管理員の活用(全小学校)

(地元農産物の学校給食への積極的活用)

交通安全教室の実施

ｶﾘｷｭﾗﾑに基づいた安全教育の実施

生活安全、交通安全、災害安全の

③

④

きめ細やかな支援体制の充実

市民図書館との連携

ＡＬＴの活用による外国語・

外国語活動の学習支援

少年指導員によるパトロールの

⑥

特別支援教育の推進

教育相談・支援体制の充実幼児教育と小学校教育との連携

⑤

⑥

「指導と評価の一体化」の推進

②

③

④

子どもがいきいきと輝く学校づくり

⑦

①

危機管理マニュアルの改善と活用
⑤

②

給食食材・メニュー等の工夫

⑥

④

教育相談センターの巡回事業

センターとの連携

指導計画に基づく「いのち･こころ

･からだの学習」の実施

教育支援センター、校内教育支援

悩み相談ホットラインの周知

チームによる生徒指導の充実

いじめ防止対策推進条例に

個々の教育的ニーズに応じた特別

支援教育の推進と学級支援員の活用

「特別の教科 道徳」の授業の充実

基盤となる「我孫子市教育施策」

【目標】確かな学力と豊かな心、豊かな体を育み、子ども一人ひとりがいきいきと輝く魅力ある学校づくりの推進

「生きる力」の育成

基本方針
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(2)我孫子市が目指す小中一貫教育

保育園・幼稚園・認定こども園 等
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接続の重視

【育てたい３つの資質・能力】

・コミュニケーション力

・チャレンジ力

・豊かな心

◇ Abi-道徳

◇ Abi-English

◇ Abi-ICT

体験活動の重視
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（３）市立小中学校一覧

小学校（１３校）

学　　校　　名 所　　在　　地 電　　　話 開　校　年

我孫子第一小学校 寿１丁目２２番１０号 ０４－７１８４－０４１５ 明 治 ６ 年

我孫子第二小学校 下ケ戸６１０番地 ０４－７１８４－１７２２ 明 治 ２ ２ 年

我孫子第三小学校 柴崎台３丁目３番１号 ０４－７１８４－１１７１ 昭 和 ２ 4 年

我孫子第四小学校 白山３丁目２番１号 ０４－７１８２－６１５１ 昭 和 ２ ５ 年

湖 北 小 学 校 中里９５番地 ０４－７１８８－１００２ 明 治 ７ 年

布 佐 小 学 校 布佐１２１７番地 ０４－７１８９－２５４５ 明 治 ６ 年

湖 北 台 西 小 学 校 湖北台８丁目１７番１号 ０４－７１８８－１１２３ 昭 和 ４ ４ 年

高 野 山 小 学 校 高野山１９８番地 ０４－７１８３－３２３８ 昭 和 ５ ０ 年

根 戸 小 学 校 つくし野４丁目１７番１号 ０４－７１８４－３９８８ 昭 和 ５ １ 年

湖 北 台 東 小 学 校 湖北台４丁目３番１号 ０４－７１８７－２９５１ 昭 和 ５ ２ 年

新 木 小 学 校 新木１４６０番地 ０４－７１８７－１０５１ 昭 和 ５ ５ 年

並 木 小 学 校 つくし野７丁目３０番１号 ０４－７１８４－３１５１ 昭 和 ５ ６ 年

布 佐 南 小 学 校 布佐平和台５丁目１番１号 ０４－７１８９－２１３２ 昭 和 ５ ８ 年

中学校（６校）

学 校 名 所 在 地 電 話 開 校 年

我 孫 子 中 学 校 高野山５３７番地 ０４－７１８２－５１９1 昭 和 ２ ２ 年

湖 北 中 学 校 古戸３００番地 ０４－７１８８－２０４２ 昭 和 ２ ２ 年

布 佐 中 学 校 布佐１３０１番地 ０４－７１８９－２４２６ 昭 和 ２ ２ 年

湖 北 台 中 学 校 湖北台６丁目９番１号 ０４－７１８８－２１２０ 昭 和 ４ ４ 年

久 寺 家 中 学 校 つくし野１７１番地 ０４－７１８４－３９８７ 昭 和 ５ １ 年

白 山 中 学 校 白山３丁目７番３号 ０４－７１８４－１８９３ 昭 和 ５ ４ 年
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（４）学校紹介

我孫子第一小学校

　＝校章の由来＝

◇児童数 485人
◇学級数 22学級
◇教職員数 48人
◇校地面積 20,097㎡

住所　寿１－２２－１０
電話　０４-７１８４-０４１５
開校　明治６年
校長　榊原　憲樹

我孫子第二小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 431人
◇学級数 20学級
◇教職員数 47人
◇校地面積 22,322㎡

住所　下ヶ戸６１０
電話　０４-７１８４-１７２２
開校　明治２２年
校長　蒲野　毅

松と亀を形どり永久

の発展を象徴してい

る。

　　二小合い言葉「笑顔で・仲よく・最後まで」
～　一 生 懸 命　～

【教育目標】

「豊かな心で、たくましく生きる一小っ子の育成」

　「笑顔と拍手!『達必力』」

校門を入ると、玄関まで長い坂道（フラワーロー

ド）が続いています。そのかたわらには、いつもき

れいな花が､いっぱい咲き誇っています。美しい環境

は「心豊かな子どもたち」を育てます。

今年は一小１５２年目となります。嘉納治五郎先

生の書のとおり「達必力」（つとむればかならず

たっす）すなわち「やればできる」という経験を積

み重ねられるよう教育活動を展開し、「自分大好き

学校大好き 我孫子大好き 一小っ子」を育ててい

きます。

重点目標

　１　学校を心地よい居場所にする

　２　いじめ・不登校問題に速やかに対応する

　３　個別最適・協働的な学び＋持続可能の視点で

　　　カリキュラム（一小スタイル）の創造

　４　あいさつ､靴箱・傘立ての整理整頓清掃活動を

　５　特別支援教育の視点を全ての教育活動に

　６　開かれた学校を推進する

　７　心身共に健康でゆとりをもち、子どもと向き

　　　合える環境環境づくりをする

　８　信頼される学校（教職員）を目指す

　「気力たくましく、
　　　　　思いやりと自省心のある

我孫子市の我の１字を
三角形でデザインし、
下の２本線は、第二小
学校の二の文字を表し
ている。三角形は筑波
山を、２本線の上は手
賀沼を下は利根川を表
し、何れも校歌に歌わ
れている。

　　　　　　　　人間性豊かな子どもの育成」

　＝地域に根ざして＝
　校門の階段を登ると、大きな楠が２本大空にそび
え立ち、子ども達を見守っています。
　動物王国にはヒツジ、ふれあい王国には、ウサギ
がいて、子ども達は、毎日の餌やりや清掃など、飼
育活動に取り組んでいます。
　また、学校水田での米作りや谷津田での自然観察
など、地域の先生の指導・助言を受けながら体験活
動を行っています。
　このように、地域に根ざした教育活動を目指して
学校運営協議会、及びＰＴＡ学校協力隊より提言を
いただき、地域・保護者と共に歩む学校づくりを進
めています。
　地域に支えられている我二小を誇りに思うと共に
夢を持ち、実現に向かって努力する子ども達の育成
を目指して日々の教育活動に励んでいます。

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

49



我孫子第三小学校

　＝校章の由来＝

◇児童数 709人
◇学級数 29学級
◇教職員数 57人
◇校地面積 16,463㎡

住所　柴崎台３－３－１
電話　０４-７１８４-１１７１
開校　昭和２４年
校長　加藤　貴久子

我孫子第四小学校

　＝校章の由来＝

○

◇児童数 852人
◇学級数 34学級
◇教職員数 67人
◇校地面積 14,536㎡

○

住所　白山３－２－１
電話　０４-７１８２-６１５１
開校　昭和２５年
校長　佐藤　知以子

○

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

ンスのとれた児童の

に配し、知徳体バラ

ぶしの葉３枚を三方

の象徴ともいえるこ

【学校教育目標】

「四」の文字を中心

多くの卒業生が巣立ち、地域の方々に支えられなが
ら、本校は今年で創立７６年目を迎えます。この地に栄
える伝統校としての誇りを持ち、これからの未来に向け
て、「社会の変化に対応できる、知・徳・体の調和のと
れた人間性豊かでたくましい児童」の育成に努めて参り
ます。

四小では、健やかな体と豊かな心を持った児童を育
成するために、感性・知性・理性の教育に力をいれ
ています。「月例リレー」や持久走練習を始めとす
る体力づくりや命を考える月間などを設定して、た
くましい体力と豊かな心を育むことを大切にしてい
ます。

四小児童の基礎・基本を「ハイという返事」・「あ
いさつ」・「ありがとう、ごめんなさい」・「か
さ・くつをそろえる」として、思いやりの心を大切
に、なかよく過ごしています。

校内研究では「気づきと探求を楽しみ　ついつい夢
中で　意欲的に学ぶ力を育む　‐まとめ・表現する
活動を生かして‐」を主題とし、生活科と総合的な
学習の時間を中心に研修に励みます。

姿を表す

ザイン化した我孫子

る。

の「我」を配してい

我孫子第四小学校の

・学ぶ楽しさを知り、自ら考え、表現し、粘り強く問
  題を解決したり、行動したりする子
・友人と互いに支え合いながら、問題解決に向けて力
　を発揮できる子
・体力の向上や心身の健康保持増進を目指すとともに
  困難なことがあっても一生懸命に取り組んでたくま
  しく生きる子

【教育目標　基本目標】
  『意欲を持ち　自分を磨く　たくましい子』
≪合い言葉≫（重点目標）
  　よく遊び　よく学び　みんななかよく
（目指す児童像）
　・みんなでなかよく遊ぶ子
　・よく考え自ら学ぶ子
　・明るく思いやりのある子

に据え、まわりにデ

【めざす児童の姿】

・全ての児童に確かな学力を身に付け、生きる力を育
  成していく学校
・教職員相互の信頼と敬愛に基づく協働体制のもと、
　自ら学び、考え、創意工夫をしながらつくりあげて
　いく学校
・保護者や地域とともに教育の責任を分かち合い、保
　護者や地域と連携していく学校

『自ら学び　支え合い　たくましく生きる子の育成』

【めざす学校の姿】
校歌にも歌われ本校

学校は子どものためにある　～希望の登校　満足の下校～
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湖北小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 345人
◇学級数 16学級
◇教職員数 38人
◇校地面積 23,977㎡

住所　中里９５
電話　０４-７１８８-１００２
開校　明治７年
校長　長田　英一

布佐小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 167人
◇学級数 10学級
◇教職員数 32人
◇校地面積 18,454㎡

住所　布佐１２１７
電話　０４-７１８９-２５４５
開校　明治６年
校長　小林　道治

「やさしく、かしこく、たくましい子どもの育成」

めざす児童像として、「やさしい子」「かしこい子」

「たくましい子」を掲げ、「知・徳・体」のバランスの

とれた教育計画に基づき、『一人一人を生かす教育と節

度のある学校生活の推進』をめざして取り組んでいま

す。

「やさしい子」では、①豊かな心を持った品位のある

子ども ②互いを思いやり、助け合う子ども ③心を合

わせ、磨き合う子ども　を育てています。

「かしこい子」では、①確かな学力を身につけた子ど

も ②学ぶ習慣を身につけた子ども ③自ら学び、考え

る力のある子どもの育成のため、授業や毎日の日常生活

を計画的・継続的に取り組んでいます。

研究教科の国語科を中心に「読む力」を充実させ、身

につけた力を活用しようとする子どもを育成します。

「たくましい子」では、①健康な心と体をつくり、正

しい判断ができる子ども ②意欲を持ち、自らの課題に

ねばり強く立ち向かえる子ども ③働くことや奉仕する

ことを大切に考え、実践する子ども を育てるため、体

育学習の充実や運動の日常化に力を入れて取り組んでい

ます。

本校は、昨年度創立150周年の節目を迎え、今年度は

151年目の新たな歩みを進めてまいります。

豊かな水を湛える

湖北小学校の学区は

開校当時、純農村地

域であり、校章はそ

いる。

の特徴をとって、豊

かな実りを象徴する

金色の稲穂になって

 ・元気にたくましく　最後まであきらめない子

の精神を三つのペ

ン先に表す。 明治６年の創立、今年度１５２年目を迎えます。

宮作台の豊かな自然あふれる環境の中で、児童が夢

を育みながら充実した学校生活を送れるよう創意工

夫を生かした活力のある学校づくりをめざしていま

す。

コミュニティースクールの充実と小中一貫教育の

一体的推進のため、地域の伝統文化を大切にし、学

校と地域が一体となった教育を推進していきます。

そして、総合的な学習の時間を中心として、地域

学習「布佐学習」に取り組むとともに、布佐中学校

区３校で開発した『ふさカリキュラム』に取り組

み、郷土の歴史・文化・人物等を学習しています。

この成果を基盤に、他の教科においても、小中一貫

によるカリキュラムの開発を展開していきます。

 ・よく考え　全力で自ら学ぶかっこいい子

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

 ・笑顔で明るく　思いやりのある子

雄姿の中で学べる

布佐小健児の勉学

 ≪合い言葉≫
 　布佐っ子笑顔　いつも全力　元気なあいさつ

利根川や手賀沼と、

 「心豊かに　たくましく生きる　児童の育成」
 ≪めざす児童像≫

はるかなる筑波の
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湖北台西小学校

　＝校章の由来＝

り、そのペン先が富

士の峰を表し、大空

にはばたく翼が西の

◇児童数 244人
◇学級数 15学級
◇教職員数 44人
◇校地面積 23,319㎡

住所　湖北台８-１７-１
電話　０４-７１８８-１１２３
開校　昭和４４年
校長　北見　貴弘

高野山小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 523人
◇学級数 27学級
◇教職員数 54人
◇校地面積 18,059㎡

住所　高野山１９８
電話　０４-７１８３-３２３８
開校　昭和５０年
校長　齋藤　貴彦

親和が六つの葉に

けやきの葉を図案

＜テーマ＞

中心にペンをかたど

字を表している。

（全校の合言葉）なかよく　進んで　元気よく

化し、健康・英知・

込められている。

１人１台端末の有効活用による学習活動の一層の充実を目
指します。

愛情・協力・根気・

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

　主体的に生きる子どもの育成

【教育目標】　素直に　一生懸命　取り組む子

【西小合言葉】　西っ子　素直に一生懸命

【研究主題】
　「子どもたちの『たい』を育てるために必要な教
師の力とは　～こどもにイメージ化をもたせるには
どうするか～」

【令和６年度の重点】
　　＜特別支援教育を基盤とした学校経営＞
　１一生懸命学習する力の育成
　２素直で優しい心の育成
　３健康でたくましい体の育成

　昭和４４年１０月１日湖北台団地建設に伴い、湖
北小学校の教室を借用して、開校しました。
　本校では、「すべての西っ子にそれぞれ特別な支
援を」を基盤として、「明るいあいさつができる
子」「自分も友だちも大切にできる子」「楽しんで
学べる子」を育てています。
　また、学校運営協議会や地域学校協働本部の協力
を得て、「地域とともにある学校づくり」「学校を
核とした地域づくり」「地域の担い手となる子ども
の育成」を目指しています。

　本年度の重点と方策

（基本目標）　自立～主体的に生きる児童の育成～

　自分たちの住む町を大切にし、思いやりをもって

創立５０年。校庭にそびえる大きなけやきの木に見守られ、
今日も子ども達の元気なあいさつや笑い声が響いています。

○地域とともにある学校・学年・学級づくり
ボランティア活動への参加など、地元とのつながりを深め、自
然に挨拶のできる関係づくりを目指します。

○確かな学力・豊かな心・健やかな体の育成のための学習指導の工夫

児童にとって学ぶ喜びのある算数の授業づくりを通して、い
きいきと表現し学び合う子どもを育てます。

○「GIGAスクール構想」の実現

○特別支援教育の推進と教育相談体制の充実
ユニバーサルデザインの視点を生かし、どの子にとっても分
かりやすく、学習に集中できる教室環境をつくります。

○信頼される学校づくり
迅速で丁寧、誠実な対応や連絡を心がけます。
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根戸小学校

　＝校章の由来＝ 【教育目標】

◇児童数 677人
◇学級数 28学級
◇教職員数 58人
◇校地面積 21,473㎡

住所　つくし野４－１７－１
電話　０４-７１８４-３９８８
開校　昭和５１年
校長　角倉　千津子

湖北台東小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

手賀沼の波の上に、

東小の子どもの姿

をペン（学問）と

共に表し、小鳥で

「小」を描き、成

長と飛躍の東小が

表現されている。

◇児童数 215人
◇学級数 13学級
◇教職員数 36人
◇校地面積 28,546㎡

住所　湖北台４－３－１
電話　０４-７１８７-２９５１
開校　昭和５２年
校長　石塚　浩　

童の姿を願っている。

　よく遊び　よく学び　思いやりのある子
三角形に、すぎなと

根戸城の高台を表す

　本校は、学校に隣接している根戸森、デイケア

サービスセンター、幼稚園、保育園などと積極的に

交流し、地域に開かれた特色ある学校づくりを進め

てきました。また、令和４年度より福祉教育の推

進、令和５年度より算数の指導に関する研究を開始

し力を入れています。

　併せて学校支援地域本部事業を活用し、地域の人

材を学校のニーズに応じて、学校教育に協力しても

らうシステムを作り、人的・物的な交流を通して、

地域とともに歩む学校づくりを推進しています。

　本校は、「さわやか挨拶」「一生懸命清掃」「て

きぱき行動」を伝統とし、元気で心優しい「ねどっ

子」児童の育成に努めています。

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

「活力のある学校」

つくしが囲み、逞し

くすくすく伸びる児

～　精一杯遊び、学び、互いのことを考え

＜経営の重点＞
①基礎的・基本的な内容の確かな定着と個に応じた学習
　指導の充実
②よりよく生きる基礎となる「心づくり」を育てる道徳
　教育の実践
③「ひ・が・し」の実現，特に「返事」と「挨拶」の日
　常的な実践
④食育健康安全に対する自己管理能力の育成と，基礎体
　力の向上・外遊びの励行
⑤日常の表現活動・鑑賞活動等を通した豊かな感性の育
　成と，言語活動の充実，主体的・対話的で深い学びの
　実践
⑥潤いのある環境づくりと，学校教育施設充実･効果的
　活用
⑦さわやかタイムの充実
⑧子どもとふれあう時間の確保と，課題のある児童に対
　する丁寧な対応
⑨全校，学年，学級単位によるレクリエーション活動の
　積極的な推進
⑩落ち着いて生活・学習できる環境の整備
　
＜東小の合い言葉＞
「ひ・が・し」
　　人を励まし応援、がんがん挨拶、静かに聞く

　　　　　　思いやることができる、子どもの育成　～
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新木小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝
（合い言葉）
　　　いい声　いい顔　いい姿

（行動目標）

◇児童数 352人
◇学級数 17学級
◇教職員数 42人
◇校地面積 27,496㎡

住所　新木１４６０
電話　０４-７１８７-１０５１
開校　昭和５５年
校長　久本　英雄

並木小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

な
み
き

◇児童数 303人
◇学級数 17学級
◇教職員数 46人
◇校地面積 26,342㎡

住所　つくし野７－３０－１
電話　０４-７１８４-３１５１
開校　昭和５６年
校長　海野　義彦

意志を表し、お

案化、花びらで

を込め表した。

　本校は、北に利根川を臨む小高い丘の上に位置し､周囲
には田や畑が残る自然豊かな環境の中にある。
　学区にはＪＲ成田線の新木駅をかかえ、駅の南口には新
しく開発された住宅地が広がっている。
　本校では以前から、地域の特性を活かし、千葉県立我孫
子特別支援学校やこども発達センター等、近隣福祉施設と
の交流を行ってきた。平成１８年度・平成２６年度に県の
福祉教育推進校の指定を受けて以来、地域との交流活動を
推進している。令和元年度には「国語科における主体的・
対話的で深い学び」の研究指定を受け、「深い学びのカリ
キュラム・デザイン～自ら課題を見つけ、解決するための
方法を考え、行動できる子の育成～」を研究テーマに取り
組み、令和３年度に実践発表を行った。令和６年度は市の
研究指定を受けて「学級経営（体育科）」の研究に取り組
んでいる。また千葉県から「心のバリアフリー地域拠点
校」の指定を受け、地域や近隣の学校と連携した福祉教育
を推進している。

左右対称により

しべ、めしべで

成長の永遠性を、

けやきの花を図

『心やさしく・かしこく・たくましい

児童像

気持ちも　体も　ファイトいっぱい　並木っ子

（心）よく働き、助け合う子（助け合う子ども）

する。

なかよし みんなが やさしいハートの 並木っ子

　　　　　　　　　　　　　    子どもの育成』

本校は、北に利根川、東に電力中央研究所の小高い丘に

囲まれた、自然豊かな環境にある。

学区は、国道６号線をはさんで、大きく並木地区とつく

し野地区にわけられる。

令和３年度より「国語科」を共同研究の教科とし、校内

研究を進めている。めざす児童像の「自ら進んで学ぶパ

ワーの並木っ子」を受け、「国語の力を身に付け活用する

力」「進んで課題解決に取り組む力」「よく聞き、考えを

分かりやすく表現する力」の3つの力を育てていくことを

目指している。児童一人ひとりが、課題解決に向けて、思

考判断しながら主体的・対話的に学習する中で、ねらいを

達成できるような単元を構成し、児童が楽しみながら学習

できるよう授業を実践している。それは、たくましく「生

きる力」にもつながり、すべての学習や生活に生かしてい

けるととらえている。教職員一同、子どもたち自身が課題

意識を持って、問題解決に取り組めるように積極的に授業

研究会を行い、授業改善に努めている。

博愛と和を象徴

　　―２１世紀を生き抜く並木っ子―

自ら進んで　学ぶパワーの　並木っ子

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

明るい子への願い

　　いい声　いい顔　いい姿　～一生懸命がかっこいい～

強い子、考える子、

に、本校教育目標

市木、けやき三葉

（体）心身共に健康で、たくましい子（強い子ども）
（知）よく学び、最後まで努力する子（考える子ども）
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布佐南小学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇児童数 154人
◇学級数 9学級
◇教職員数 28人
◇校地面積 25,572㎡

住所　布佐平和台５－１－１
電話　０４-７１８９-２１３２
開校　昭和５８年
校長　佐々木　祐子

児童数、学級数、教職員数、校地面積は令和6年5月1日現在

　『心豊かで　実践力のある子』
　
　合言葉　　『「笑顔」と「活気」』
　　　　　　　　　　～やってみよう～

＜経営の重点＞
(1)豊かな信頼関係が形成され、学級の一員としての
　 存在が実感できる
(2)子どもに「できた・わかった」という喜びがある
(3)子どもが目標をやり遂げたという満足感がある
(4)精神的な安定が図られ、不安等が解消される支持
　 的風土の学級

　学区は、豊かな自然環境に恵まれるとともに、伝
統文化を継承してきた地域にあります。
　児童は、学年に関係なく親密な交流があり、様々
な場面で力を合わせて一つのことを成し遂げていま
す。教職員は、一人一人の児童の理解に努めなが
ら、日々の教育を実践しています。
  地域とともにある学校づくりを進める中で、小中
一貫教育を推進しています。郷土の歴史や文化、人
物の業績などの学習を通して郷土愛を育んだり、9年
間の連続した学びを行ったりすることなどを目指し
ています。

けやきの葉を図案

化したもので三枚

の葉はそれぞれ、

豊かな心･健やかな

身体･知識を表し

中心は人を表す。
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我孫子中学校

　＝校章の由来＝

創立７８周年　スクールカラーは『緑』

【教育目標】

◇生徒数 806人
◇学級数 29学級
◇教職員数 74人
◇校地面積 32,349㎡

住所　高野山５３７
電話　０４-７１８２-５１９１
開校　昭和２２年
校長　鈴木 与志実

湖北中学校

　＝校章の由来＝

◇生徒数 381人
◇学級数 14学級
◇教職員数 45人
◇校地面積 36,907㎡

住所　古戸３００番地
電話　０４-７１８８-２０４２
開校　昭和２２年
校長　速水　敏之

我孫子中学校を表

している。

◎重点目標　社会で生きる力の育成・・・「自律」と「協働」

【学校教育目標】

ざす。

限りない向上をめ

【伝統の継承と発展】

中央に湖北中と力

しくつつみこみ、

を大地の恵みを象

我孫子市の我と中

学校の中を形どり、

徴する稲穂がやさ

強く書かれ、それ

【基本方針】
　すべての教育活動を通して、豊かな人間性を育み、基

本的な生活習慣・基礎学力を身に付け、社会で自立でき

る生徒を育成します。

【具体的目標】
１ よりよい生活･学習のあり方を求め、自ら考え、的確
に判断しながら主体的に行動（表現）できる生徒を育て
ていきます。

２ 互いの価値観を認め、仲間と学び合い、支え合いなが
ら、一緒に生活していこうとする意欲を強く持てる生徒
を育てていきます。

３ 家庭・地域と協働し、三者一体・総ぐるみで生徒を育
て、学校運営協議会を基盤として、小学校との一貫教育
を推進していきます。

「主体性」と「共生」
　主体的に判断・行動し、共によりよく生きる生徒の
育成

生徒数、学級数、教職員教、校地面積は令和6年5月1日現在

　我孫子中を訪れると、その緑の豊かさに驚くでしょ
う。正門から玄関まできれいに掃かれたアプローチは、
さながら都市公園の散歩道の趣があります。朝夕にラン
ニングする生徒たちの元気な挨拶、教室から流れる歌声
も、緑の中の学び舎と一体化し、美しい一枚の絵を描き
出します。「清掃」「挨拶」「歌声」は本校の伝統とし
て生徒たちに受け継がれています。

「より良い未来を創る人の育成」

〇「多様性を認める心」
考えや意見、立場の違いを認め、対話を通して理解すること
で、個を生かし、新たな創造につなげようとする。
〇「主体的に取り組む姿勢」
当事者意識を持って学校生活を送り、積極的に課題発見・解決
を図ることでよい良い状態を目指そうとする。
〇「寛容な心で接する態度」
自他を大切にし、広い心で相手を受け入れたり、許したりする
ことで、良い関係を構築するようにする。

目指す学校像・生徒像
①教師が目指す・・・「安心。一人一人が輝く学校」
「主体的。互いを認め合い、高め合う生徒」
②生徒が目指す・・・「一人一人が作り上げる生徒主体の学
校」「個性を認め、長所にできる学校」「未来に向け向上心を
持ち、常に成長できる学校」「自主、自立のできる生徒」
「夢と希望を持ち、努力する生徒」
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布佐中学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇生徒数 181人
◇学級数 9学級
◇教職員数 36人
◇校地面積 20,588㎡

住所　布佐１３０１
電話　０４-７１８９-２４２６
開校　昭和２２年
校長　鈴木 伸樹

湖北台中学校
【教育目標】

　＝校章の由来＝

◇生徒数 280人
◇学級数 13学級
◇教職員数 42人
◇校地面積 29,792㎡

住所　湖北台６－９－１
電話　０４-７１８８-２１２０
開校　昭和４４年
校長　山内 和利

勤労を意味してい

る。

本校では、上記の学校目標のキーワードを大切にし、「地域
からも認められる活力のある湖北台中学校」を今年度の目標と
して揚げ、全ての教育活動を通して取り組んでいます。

また、小中一貫教育の観点から「一生懸命な子」を湖北台中
区のキーワードとし、学習指導・生徒指導・行事を通して交流を
図り、湖北台中学校卒業時の子どもたちの姿を共有していま
す。保護者の方だけでなく、おやじ＆おふくろの会・地区社協
の方を始めとする地域の方の協力を得て、社会・地域で活躍で
きる人材育成を目指しています。

　湖北台中学校には大切にしている「合い言葉」があります。

　１．「一生懸命がかっこいい」（生徒の理想の姿）

　２．「夢は逃げない、自分が夢から逃げるだけ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（職員も生徒も諦めない）

　３．「一人の友（生徒）も置き去らじ」
　　　　　　　　　　（「誰一人見捨てない」という職員の姿勢 ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仲間を思う生徒の心）

生徒と共に、この３つの合い言葉を常に念頭に置いて教育実
践を進めています。

の桜の葉は校訓で

中央に校名の湖北

あしらい健やかな

ある品位・学力・

本校は、戦後の教育改革である六・三制の実施に伴い地域

の熱い期待を担って昭和２２年５月に創立されました。この間、

布佐の教育に対する高い関心と温かい風土の中で生徒・職

員・保護者が一体となり、この地域の教育の中心として大きな

成果を上げてきました。卒業生も九千余名の多きにのぼり、現

在さまざまな分野で活躍をしています。

また、地域の教育機関としては、歴史と文化のある布佐の地

で、地域の新しい時代を切り拓く創造的な思考力と共生する態

度を持つ人材を育てるため「自ら学び、共によりよく生きる生徒

の育成」を目標に日々努力しているところです。

地域の方々の協力を得て進めている「布佐タイム」(総合的な

学習の時間)は、毎年充実したものとなり、地域の方々を講師と

し、１年生から３年生まで、10の講座に分かれて、地域と共にあ

る学校づくりを推進しています。

「みんなで創る地域の小中一貫校」を合言葉に、学区小学校

や近隣高校とも連携し、地域に根ざした学校づくりに邁進して

おります。平成26年度に我孫子市の小中一貫教育推進地区に

指定され、平成28年度に研究発表会を開催。小中が連携し、

保護者・地域とともに地域総ぐるみで子どもを育てる我孫子市

のモデルとなる小中一貫教育の実践を推進しています。

また、平成30年度に学校図書館活用の推進に関する我孫子

市の研究指定を受け、現在学校図書館を活用した学力の向上

に向けて日々取り組みました。

『主体的に、よりよい生き方や望ましい学習のあり方を

成長と実りを象徴

中央にカナ文字で

「フサ中」を形ど

り、周囲に瑞穂を

生徒数、学級数、教職員教、校地面積は令和6年5月1日現在

したものである。

求め、実践する生徒を育てる。』

と台を配し、三枚
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久寺家中学校
【学校教育目標】

　＝校章の由来＝

【校訓】

自学： 自ら学ぶ態度を育成し、自らの考えや調べた
ことを発信する力を伸ばす。

礼節： 人と人との望ましい関係を身に着け、格調高
い品格の形成を目指す。

◇生徒数 496人
◇学級数 19学級 鍛錬： 汗水を流して体を動かし、苦難を克服できる
◇教職員数 52人 強い意志力のある人づくりを目指す。
◇校地面積 26,175㎡

住所　つくし野１７１番地
電話　０４-７１８４-３９８７
開校　昭和５１年
校長　鴨下　隆

白山中学校

　＝校章の由来＝

◇生徒数 633人
◇学級数 22学級
◇教職員数 60人
◇校地面積 27,817㎡

住所　白山３－７－３
電話　０４-７１８４-１８９３
開校　昭和５４年
校長　戸塚 美由紀

左衛門但馬守の支

城であった久寺家

向かって果敢に取

自学・礼節・鍛錬

築き、若者らしく

 「みがき合い 支え合う 心豊かでたくましく生きる生徒をめ
ざす」を学校教育目標に掲げ、今年で46年目を迎えます。

　校歌は加瀬完先生の作詞です。この校歌の歌詩の中に白山中
学校の求める姿が描かれています。
　「励むやわれら師と友と」「一人の友も置き去らじ」
　「そのたくましき忍と耐」「世界の空を天駆けん」

そして、目指す生徒像は、
　・夢や理想の実現に向けて、自ら挑戦し、
    一生懸命に取り組む生徒（自律）
  ・自他の生命を尊重し、思いやりと感謝の心を
    大切にする生徒（共生）
　・よりよい未来に向けて、学校や地域の中で進ん
    で社会貢献する生徒（創造）

本年度の重点目標は次の６つです。
（１）授業改善による学ぶ楽しさを感じる授業づく
      りの推進
（２）よりよい生き方に結び付ける、心の教育
（３）安全安心な学校生活
（４）生徒主体の実現
（５）三つの伝統（挨拶・清掃・歌声）
（６）社会貢献

本年度の研修主題は、
　自ら、共に学び、活用できる生徒の育成
　　～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
　　　　　　　　　　　一体的な充実を目指して～

 「地域に根ざした豊かな心をはぐくむ学校づく
り」を目指して保護者・地域と共に、生きて働く力
と体験に根ざした豊かな心を持ち、品格のある生き
方のできる生徒を育てることを目標としています。
　令和3年度より「久寺家ゼミ」を開講し、タブ
レットの導入にともない、課題設定⇒情報収集⇒整
理・分析⇒まとめ・表現の学習の流れの中で、主体
性、協働性、発信力の育成を目指します。

ている。

<目指す教育>　
し、勇気を象徴し

気を三角構図で示

り組む生徒の心意

している。

大きな夢、希望に

生徒数、学級数、教職員教、校地面積は令和6年5月1日現在

城にゆかりの兜を

形どってデザイン

人としての基盤を

戦国時代、我孫子

これからの社会を生き抜くたくましい力と
豊かな心を持った生徒を育てる。
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（５）生涯学習関連施設一覧                  

施 設 名 所 在 地 
連 絡 先  

 市外局番（０４） 

生涯学習センター「アビスタ」 若松２６－４ ７１８２－０５１５(受付) 

公民館  我孫子地区公民館（アビスタ内） 若松２６－４ ７１８２－０５１１ 

湖北地区公民館「コホミン」 中里８１－３ ７１８８－４４３３ 

図書館  アビスタ本館 若松２６－４ ７１８４－１１１０ 

湖北台分館 湖北台９－３－６ ７１８７－３０５５ 

布佐分館 新々田１０９－１ ７１８９－１３１１ 

移動図書館 湖北台９－３－６ ７１８７－０９０９（湖北台分館内） 

鳥の博物館 高野山２３４－３ ７１８５－２２１２ 

市民体育館 古戸６９６ ７１８７－１１５５ 

五本松運動広場 岡発戸１４３３－２ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

つくし野多目的運動広場 つくし野５－５－３２ ７１８１－７８７８ 

湖北台中央公園テニスコート 湖北台７－５ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

湖北台中央公園野球場 湖北台７－５ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

手賀沼公園テニスコート 若松１ ７１８７－１１５５（市民体育館） 

布佐下多目的広場 布佐２１５７ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

浅間前多目的広場 浅間前１３６ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

利根川ゆうゆう公園野球場 古戸地先 ７１８７－１１５５（市民体育館） 

利根川ゆうゆう公園サッカー場 古戸地先 ７１８７－１１５５（市民体育館） 

少年野球場 上沼田１７－２ ７１８５－１６０４(文化・スポーツ課) 

ふれあいキャンプ場 岡発戸１３９５ ７１８３－７００３ 

地域交流教室  我孫子第一小学校 寿１－２２－１０ 

７１８２－０５１１（生涯学習課） 

 高野山小学校 高野山１９８ 

 湖北台西小学校 湖北台８－１７－１ 

 布佐小学校 布佐１２１７ 

 湖北台東小学校 湖北台４－３－１ 

湖北郷土資料室（Ｒ６.６.２７閉室） 
古戸１７１－２ 

（湖北行政ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 2階） 
７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

旧村川別荘 寿２－２７－９ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

志賀直哉邸跡書斎（緑雁明緑地内） 緑２－７ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

文化財整理室 布佐平和台５－１－２ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 

白樺文学館 緑２－１１－８ ７１８５－２１９２ 

杉村楚人冠記念館 緑２－５－５ ７１８７－１１３１ 

旧井上家住宅 相島新田１ ７１８５－１５８３(文化・スポーツ課) 
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（６）我孫子市指定文化財一覧 

 名称 種別 所在地 指定年月日 

１ 二十一仏武蔵石板碑 有形文化財 中峠 1148（天照神社) H 7. 5.11 

２ （金塚古墳出土遺物）→県指定へ   （解除） 

３ 仁阿弥道八作「陶製仁王像」 有形文化財 根戸 1778（妙蓮寺) H13.10.29 

４ 裁縫雛形 有形民俗文化財 我孫子 1684（市教委) H14. 7.8 

５ 
新木東台遺跡出土 

地名・人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684（市教委) H15. 6.25 

６ 
西大作遺跡出土 

地名・人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684（市教委） H15. 6.25 

７ 
羽黒前遺跡出土 

人名墨書土器 
有形文化財 我孫子 1684（市教委） H15. 6.25 

８ 
中里薬師堂薬師三尊像及び十二

神将像 

有形文化財 

（彫刻） 
中里 238 H18. 3. 6 

９ 旧村川別荘 史跡 寿 2-27-9 H19. 5.30 

10 古戸里神楽 無形民俗文化財 古戸地区 H20. 7.31 

11 旧杉村楚人冠邸 
有形文化財 

（建造物） 
緑 2-5-5 H22. 1.29 

12 志賀直哉邸跡書斎 
有形文化財 

（建造物） 
緑 2-7（雁明公園内） H23. 3.31 

13 
葺不合神社本殿・拝殿 

附 二の鳥居 

有形文化財 

（建造物） 
新木 1812 番外 H24. 3.29 

14 

旧井上家住宅 母屋・二番土蔵・新

土蔵・旧漉場、表門・裏門  

附 庭門及び両脇屋根塀、裏門両

脇屋根塀 土地 

有形文化財 

（建造物） 
相島新田１ H24.12.28 

15 日立精機２号墳 史跡 
我孫子 2-1-88 

（我孫子古墳公園内） 
H26.2.28   

16 ヒカリモ発生地 天然記念物 
岡発戸８０７番の一部外

（谷津ミュージアム内） 
H28.2.29 

17 
待道講版木   

附 待道講資料 
有形民俗文化財 岡発戸 541（白泉寺） H31.2.28 

18 竹内神社例大祭 無形民俗文化財 布佐 1220（竹内神社） R2.2.28 

19 井上家資料 

有形文化財 

（歴史資料） 

有形民俗文化財 

我孫子 1684（市教委） R3.2.26 
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 名称 種別 所在地 指定年月日 

20 子の神５号墳 史跡 
寿 2-23-1 

（寿古墳公園内） 
R4.2.28 

21 杉村楚人冠陶板句碑 

有形文化財 

（美術工芸および

歴史資料） 

緑 2-4-24 

（楚人冠公園内） 
R4.7.28 

22 下ヶ戸貝塚出土品一括 
有形文化財 

（考古資料） 
我孫子 1684（市教委） R5.8.31 
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（７）我孫子市教育行政年表 
       

  
 

昭和３０年 ４月 我孫子町、湖北村、布佐町が合併して我孫子町となる。  
  小学校６校７７学級、中学校３校３１学級  
  我孫子第四小学校、合併に伴い児童数が急増、２部授業となる。  

５月 新生我孫子町初の教育委員会が開催される。教育指標として、①教育委員会設置目的の達成 

②学校教育の刷新③家庭教育の改善④社会教育の実践強化を掲げる。 

昭和３１年 ２月 第一小学校講堂建築工事竣工。  
４月 教育委員選挙（公選）で３人が当選。  
６月 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が公布。教育委員は任命制、委員は５人とな

る。  
１０月 新法施行。教育委員に公選で選ばれていた４人と女性１人を任命。 

昭和３２年 ４月 第１回我孫子町文化祭開催。 

昭和３３年 ３月 我孫子町公民館条例、我孫子町社会教育委員条例が制定される。  
１０月 高野山古墳群発掘調査始まる。 

昭和３４年 ３月 第一小学校校舎増築、第三小学校校舎増築、第四小学校校舎増築工事が竣工。 

昭和３５年 ４月 日本学校安全会の業務が開始。児童一人当たり掛け金は年額２０円、保護者負担は１０円、町

負担１０円。  
７月 社会教育委員会が再発足。５人の委員を任命。  

１２月 町議会、我孫子町青少年問題協議会に関する条例を可決。 

昭和３６年 ４月 高校生を対象とした奨学資金（貸付月額２千円以内、無利子）制度を設置。  
９月 我孫子中学校で火災が発生、６教室を除いて焼失。焼失をまぬがれた教室、第一小学校小講

堂・特別教室、第二小学校、自動車教習所を使って分散授業。  
１１月 我孫子中学校、仮設校舎（１２教室）が完成。 

昭和３７年 ４月 スポーツ振興法が施行。町体育協会が発足。  
６月 体育指導員１０人が決まる。  

  体育協会主催第１回我孫子町野球大会が農電、湖北中グラウンドで開催される（体協参加１１

チーム）。  
７月 町議会、湖北中学校校地拡張の土地１，１５５㎡の取得議案を可決。  
８月 手賀沼、利根川等我孫子地区周辺の川沼を水泳禁止区域とし、広報に掲載するが８月５日第四

小学校児童が利根川で水死。  
９月 青山水門下堤防内１haを借り受け、町民運動場を開設。  

１１月 文化展覧会（日本画、洋画、彫刻、工芸、書道、写真、生花、手芸、児童画、標本、菊鉢植等

出展１，２８８点）、庭球大会（１１チーム）、芸能祭（歌謡曲、日本舞踊、バレエ）を開

催。  
  第一小学校・布佐小学校給食室を建設。３月から週５日パン・ミルクを主とした給食開始。１

日３０円。 

昭和３８年 ２月 山中湖でスケート教室開催（参加者４５名）。  
  我孫子町野球連盟設立総会が役場で開かれる（参加２２チーム）。  

４月 ３８年度卒業生は小学校６０１人、中学校６６３人。  
  中学校の高等学校進学率は、我孫子中学校２０２人７４％、湖北中学校１００人６４％、布佐

中学校６２人６２％、３校合わせて７０％と広報に掲載。  
７月 教育委員会主催キャンプ教室を開催。 

昭和３９年 ３月 町議会、町立小学校、町立中学校設置条例を定め、公の施設として、名称・位置を定める。  
４月 青少年相談員制度を設置、４９人を任命。  
８月 青少年相談員・教育委員会主催の映画祭を学校校庭６箇所で開催。  

１０月 第１回町内小中学校陸上競技大会を我孫子中学校で開催。  
  総合文化祭（芸能祭、町民運動会、総合展覧会、菊花祭、俳句大会、軟式庭球大会、卓球大

会、短歌会）を開催。  
１１月 我孫子町華道連盟発足。 

昭和４０年 ２月 我孫子町体育公社を設立。陸上競技場・野球場・水泳プール・テニスコート・体育館の建設と

運営、スポーツ行事の振興事業を計画。  
３月 青少年総合対策の一環として青年館を建築。  
７月 第四小学校、教室棟１棟鉄筋コンクリート３階建増築工事竣工。  
８月 第一小学校水泳プールが完成、プール開き。 
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昭和４１年 １月 成人式パーティー（第一小学校講堂）を実施。  
２月 広報で学校給食の実施状況を報告。  

  実施校 第一小学校（７９６人） 第三小学校（２３０人） 湖北小学校（７１２人） 布佐

小学校（４７５人） 湖北中学校（４０３人） 計２，６１６人  
  給食費 １人１ヶ月 小学校７００円 中学校８００円  

９月 中央公民館開館式。  
  湖北小学校特殊学級教室を建築、竣工。  
１０月 我孫子中学校体育館建設、竣工。  

  １０日を「体育の日」とし、国民の祝日となる。  
１１月 公民館講座開始。  

  青年教室～農業講座、商業講座、書道講座、自動車整備講座  
  成人教室～園芸講座、趣味の講座、婦人教室、手芸講座、華道講座、スポーツ教室 

昭和４２年 ６月 婦人学級出張講座を湖北・布佐地区を対象に開始。 

昭和４３年 １０月 町役場新庁舎で業務開始。教育委員会事務局は２階に。  
１１月 こども県展（美術）で湖北小学校が学校賞を受賞。 

昭和４４年 ３月 「我孫子古墳群」刊行。  
４月 財団法人「体力づくり協会我孫子支部」発会。  
７月 全国放送陸上競技大会で湖北中学校が団体で総合優勝。  

１０月 湖北台西小学校、湖北台中学校をそれぞれ湖北小学校、湖北中学校内に開校。  
１１月 町民体育大会を開催。 

昭和４５年 ７月 市制施行。 

昭和４６年 ３月 第一小学校、移転開校。  
４月 我孫子市文化連盟が発足（１６団体）。  
５月 市内４中学校の進路状況を広報に掲載。  

  卒業生５２３人。進学者４７４人、就職者３０人、うち定時制高等学校入学者５人、各種学校

入学者８人、在家庭１１人。進学者の６０．５％が公立高等学校。  
６月 湖北台中央公園に野球場１面、テニスコート４面が完成。  

１１月 東葛駅伝で我孫子中学校が５連覇、湖北中学校が２位。 

昭和４７年 １月 成人式を暖房等が整った施設ができるまで中止することを決定。  
３月 我孫子市文化財保護条例を制定。  
４月 教育委員会事務局組織が係制となる。  

   庶務課（庶務係、財務係）、学校教育課（学務係、管理係）  
   社会教育課（社会教育課係、社会体育係）、指導室、公民館  
  社会科副読本「わたしたちの我孫子」初版発行。  

５月 第一、第二、第四、湖北台西、湖北（布佐は９月から）の各小学校の付近５００ｍ範囲を対象

に道路のスクールゾーンを設定。  
７月 視聴覚教材の利用促進を図るため、１６ミリ映写機講習会を開催。  

  第一小学校、開校１００周年を記念して愛唱歌を募集。  
  手賀沼公園市民プール完成。８月１日プール開き。 

昭和４８年 １月 新春マラソン大会を開催。  
３月 第一小学校・布佐小学校創立１００周年記念式典を開催。  

  市議会、市史編さん委員会条例を可決。  
４月 成人式に代わる「若人の集い」を我孫子高等学校で開催。  
９月 市民プールで市民水泳大会を開催。  

１０月 第１回我孫子市ママさんバレーボール大会を開催。 

昭和４９年 １月 成人式を我孫子中学校体育館で開催。  
５月 長寿大学を新設。  
７月 湖北中学校の女子体操部が県中学生体操競技選手権大会で初優勝。  
９月 中央公民館で家庭教育学級を開設。 

昭和５０年 ４月 市史編さん委員会を設置。  
５月 高野山小学校開校。  

１０月 中央公民館図書室で図書の貸し出しを開始。  
１１月 市史研究センター設立総会開催。  
１２月 第三小学校が柴崎区画整理区域内に移転。 

昭和５１年 ４月 根戸小学校、久寺家中学校開校。湖北中学校移転開校。  
７月 市史の研究雑誌「我孫子市史研究」を創刊。 

昭和５２年 ４月 湖北台東小学校開校。湖北小学校移転。  
６月 布佐地区（字北郷の利根川堤防の内側）に少年野球専用球場が完成。 
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昭和５２年 ７月 夏休み期間中の学校プールを子ども会育成会連絡協議会に加盟の団体又はＰＴＡに開放。  
１１月 日本火災海上保険グラウンドで第１回市民運動会開催。  

  市民陸上競技記録会を中央学院大学を会場に開催。 

昭和５３年 ８月 湖北地区公民館開館。  
  移動図書館車（そよかぜ号）運行開始（１１ステーション）。中央公民館図書室は毎日貸し出

しとなる。  
  我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団発足。  
１０月 市民体力づくり大会（旧市民運動会）を開催。 

昭和５４年 ４月 教育委員会事務局が庶務課、学校教育課、社会教育課、保健体育課、市史編さん室、指導室の

４課２室体制となる。  
  白山中学校開校。  
  公民館講座につくし野教室を設置。  
  家庭教育学級を各小学校区１０箇所で開催（月１回、年１０回）。  

６月 市議会、市民会館の設置及び管理に関する条例を制定。  
１１月 市民会館開館。社会教育課の事務室を移転。  

  市民図書館開館。窓口事務にコンピュータを導入。  
１２月 我孫子市民フィルハーモニー管弦楽団第１回定期演奏会。  

  市議会、新木小学校の設置、市民図書館設置等に関する条例を制定。 

昭和５５年 ４月 新木小学校開校。  
  視聴覚ライブラリー、少年センターを市民会館内に開設。  

９月 国立スロバキア少年少女合唱団公演を開催。 

昭和５６年 １月 水運用管理センター４階に教育委員会事務室移転。  
３月 第１回公民館まつりを開催。  
３月 市議会、我孫子市スポーツ振興審議会条例を制定。  
４月 並木小学校開校。  
５月 公民館に婦人大学（学習期間２年）を開校。  
８月 市民図書館「第１回夏休みお楽しみ会」を開催。  

１０月 郷土史の夕べとして筑波大学と我孫子市のジョイント公開歴史講座（１０回）を開催。  
１１月 ファミリースポーツ講習会を開催。  

  手賀沼に響け郷土のはやし（民俗芸能公演）を開催。 

昭和５７年 ３月 地域歴史展「白樺派と我孫子」「利根川・手賀沼百景」展を開催。  
７月 市民図書館湖北台分館開館。  

１０月 市史編さん室が民俗学講座を開設。  
１２月 青少年相談員・少年指導員・学校関係者・民生児童委員などの協力により「青少年健全育成推

進会議」を設置、啓発活動を進める。  
  史跡文学遊歩道計画基本計画を策定。 

昭和５８年 ２月 「明日の子どもを考える」社会教育ゼミナールを開催。  
  社会教育に関する市民意識調査を市民３，０００人を対象に実施する。  

４月 布佐南小学校開校。  
１１月 公開講演会・８３世界コミュニケーション年に寄せてドナルド・キーン氏を招いて「国際社会

と日本文化」を開催。  
１２月 第１回市民図書館名画座「理由なき反抗」を市民会館で上映。 

昭和５９年 ３月 小中学生２３９人に５８年度体育・文化活動表彰。  
  社会教育課事務室を教育委員会事務局へ移転。  

４月 市民会館の管理運営を教育長部局に移管。  
  プロゴルファー青木功氏に市民文化スポーツ栄誉章第１号を贈る。  

８月 湖北台西小学校プールを試験的に一般開放する。  
  全国中学生陸上選手権大会で湖北中学校３年染谷早苗さんが女子１００ｍタイム１２秒１９で

優勝。  
１１月 山階鳥類研究所落成式。 

昭和６０年 １月 元旦マラソンに１，０８１人が参加。  
２月 並木小学校に屋根付き土俵「並木小ちゃんこ道場」が完成、九重部屋・関脇保志関を招いて土

俵開き。  
  長寿大学祭を開催。  

７月 市史研究センターが「ＴＨＥアビコ」を出版。  
８月 湖北台西小学校、湖北小学校でプールの一般開放。  

１２月 社会教育課「国際青年年記念ラリー」、「あびこ１ＹＹフェスティバル－２００１われらの我

孫子－」を開催。 
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  市議会、新しい基本構想を可決、６２年４月からスタート。 

昭和６１年 ３月 社会教育課が市民会館で国際婦人の１０年実行委員会と「あびこ婦人フェスティバル」を開

催。  
６月 我孫子市文庫連絡会が発足。  
９月 市民体育館完成、利用受付開始。体育課は体育館内に移転。  

１０月 市民体育館開館。 

昭和６２年 ４月 教育委員会事務局組織を改正し、社会教育図書館係を社会教育課から分離。  
７月 市民図書館布佐分館開館。  
９月 市民体育館野球場・テニスコートに夜間照明設備完成、使用開始。  

１０月 第１回我孫子市絵画展開催。 

昭和６３年 ２月 志賀直哉の書斎移築復元記念式典を開催。  
１１月 第１回親と子のふれあい教室「冬の野鳥観察とハイキングのつどい」を開催。  
１２月 市の鳥にオオバンが指定される。 

平成元年 ４月 教育委員会事務局が２部制となる。  
  教育総務部 総務課・学校教育課・指導課  
  社会教育部 社会教育課（博物館係を新設）・体育課・市史編さん室・公民館・図書館（課相

当組織となり、総務係、奉仕係を新設）  
７月 第１回我孫子市民陸上大会を開催。  
８月 第１６回全日本中学校陸上競技選手権大会で湖北中学校が４×２００ｍで優勝。 

平成２年 ３月 我孫子市社会基本計画策定。  
４月 教育委員会事務局組織として社会教育課から鳥の博物館を分離。  

  文化連盟講座を開講。  
  学習図鑑「ふるさと手賀沼」が完成。小学５・６年生と中学生に配布。  

５月 鳥の博物館開館。初代館長に黒田長久山階鳥類研究所長が就任。２２日から一般公開。  
  第４回柳田国男ゆかりサミットを利根町と共催で開催。  

９月 JETプログラムにより ALT採用開始。 

平成３年 ３月 市議会、市青年館設置及び管理に関する条例の一部改正で３２の青年館のうち２０青年館を廃

止する条例を可決。  
４月 鳥の博物館が「あびこ鳥便り」を創刊、入館者に配布。  

  鳥の博物館入館者１０万人を達成。  
５月 バードウィーク探鳥会開催。  
６月 鳥の博物館展示案内書を刊行、ミュージアムショップで頒布。  

  我孫子市水泳連盟が発足。  
７月 市民プールオープン。小学校プールは湖北小学校、湖北台西小学校、湖北台東小学校、布佐南

小学校で一般開放、他の小学校は団体開放を実施。  
８月 レニングラード少年少女合唱団コンサートを開催。  

  ヤングミュージックフェスティバルを市民会館で開催。  
  長欠対策として水海道あすなろの里でふれあいキャンプを実施。  

９月 小中学生理科作品展を中央公民館で開催。 

（論文の部２８３点、工夫工作の部２３２点、標本の部１３４点）  
  市民大学開放講座として、中央学院大学オープンカレッジ（２０講座）、川村学園女子大学

（１４講座）を実施。  
１０月 市民体力づくり大会を市民陸上競技場（利根川河川敷）で開催。  
１１月 全国学校体育研究会で新木小学校が全国保健体育優良校の表彰を受ける。  
１２月 鳥の博物館で鳥だこ教室開催。  

  我孫子市スポーツ振興基金条例を制定。 

平成４年 １月 新春マラソン大会開催（湖北台中学校周辺）、参加者１，０９８人。  
２月 長寿大学祭を市民会館で開催。  

  第１回鳥学講座を開催。  
  初心者向け古文書解読講座を中央公民館で開催。  

３月 公民館公開講座男塾、公開講演会を開催。  
４月 湖北地区公民館が完成、竣工記念式典を開催、利用は５月１日から。  
６月 図書館全館オンラインシステム化が完了、電算可読目録の導入。  

  市議会、我孫子市教育研究所設置条例を制定。  
９月 学校週５日制が実施される。  

  教育研究所及び適応指導教室「ヤング手賀沼」を設置。  
１１月 中央公民館が優良公民館として文部大臣表彰を受賞。  
１２月 教育委員会事務局の勤務体制が完全週５日制となる。 
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平成５年 ４月 学校休業日・終了後の小学校運動場・体育館を一般開放。  
  ALTの直接雇用による採用開始。  

５月 中学校の学校給食を開始（白山中学校）。  
６月 ふれあいキャンプ場利用開始。 

平成６年 ４月 湖北小学校郷土資料室を開設。  
１１月 我孫子市民プラザがオープン。 

平成７年 ４月 我孫子市情報公開条例施行。  
  鳥の博物館長が非常勤特別職から一般職となる。  

５月 我孫子市指定文化財第１号に「二十一仏武蔵石板碑」を指定。  
１０月 第１回手賀沼（ハーフ）マラソン開催。 

平成８年 ４月 鳥の博物館ホームページ開設。  
５月 鳥の博物館入館者５０万人を突破。  

１２月 我孫子市民コンサートとして「第九」を演奏。 

平成９年 ４月 市民体育館に湖北駅から送迎バス運行。  
  市民図書館本館で祝日開館を始める。  
１２月 こども１１０番の家制度スタート。 

平成１０年 ３月 我孫子市社会教育基本計画（改訂版）を策定。  
４月 中学校給食の調理業務委託を開始。  

  心の教室相談員を市内６中学校に配置。 

平成１１年 ４月 我孫子市補助金が公募制となる。 

平成１２年 １月 市民体育館に武道場完成、使用開始。  
４月 教育委員会事務局組織の社会教育部を生涯学習部と改称、文化課を新設。  

１１月 シドニー五輪柔道５２ｋｇ級メダリスト楢崎教子選手に市民文化スポーツ栄誉章を授与。 

平成１３年 ２月 取手市とスポーツ施設相互利用協定を締結し取手市グリーンスポーツセンターの市民利用が可

能となる。また市内の民間温水プールの一部も協定により市民開放を実施。  
３月 ７年１２月から無料開放していた旧村川別荘を取得。  
４月 図書館と公民館を統括し、生涯学習を推進する組織として「生涯学習センター」を設置。  

  生涯学習センターの愛称を公募、「アビスタ」と決定。  
５月 五本松運動広場を一般無料開放。  

  学校評議員制度スタート。  
  第１回子ども議会開催。  

８月 我孫子市生涯学習市民意識調査を実施（調査対象者２，０００人）  
９月 我孫子市めるへん文庫基金条例の制定。  

１１月 第１回ジャパン・バードフェスティバルを開催。 

平成１４年 ３月 生涯学習市民委員会、「我孫子市生涯学習推進計画・提言書」を提出。  
４月 我孫子市第３次総合計画第１次基本計画第１次実施計画スタート。  

  我孫子市生涯学習センター「アビスタ」開館。駐車場有料化。アビスタ内市民図書館が平日２

０時まで夜間開館。  
  教育委員会事務局生涯学習部社会教育課生涯学習担当を生涯学習担当（課相当組織）に改編。  
  「めるへん文庫」創設。作品を募集（１５年１月１１日入賞者表彰式）。  
  市民ミュージカル原作を募集。（「北に帰るのを忘れた白鳥」に決定。）  
  我孫子市市民図書館サービス計画を策定。  
  五本松運動広場整備方針策定。  

５月 我孫子市体育館拡張事業計画策定。  
  社会教育委員を公募。  

７月 布佐南小学校プールを夏期休業中市民に無料開放。  
１１月 図書館公式ホームページ開設。  
１２月 アビスタ利用者５０万人を達成。 

平成１５年 ３月 我孫子市生涯学習推進計画～自分づくり人づくり心のまちづくり～を策定。  
４月 教育委員会ホームページを開設。  

  小学校給食の調理業務委託を開始。  
  教育研究所に研究指導員を配置し、教育相談業務を開始。  
  全 ALTが市直接雇用となる（JETプログラム採用廃止）。  

５月 我孫子市における「子育て」「子育ち」環境等に関する総合調査を実施（調査対象者３，００

０人）。  
６月 我孫子市温水プール建設検討委員会報告を提出。  
８月 市民ミュージカル「北へ帰るのを忘れた白鳥」を上演。  

  アビスタ利用者１００万人を達成。 
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平成１５年 ９月 老朽化により市民プールを廃止。  
  アビスタ内市民図書館利用者７０万人を突破。  
１０月 生涯学習出前講座８８メニューでスタート。 

平成１６年 ３月 我孫子市史「近現代篇」を刊行。  
４月 体育課内に高校総体推進室を設置。  

  我孫子市第３次総合計画第１次基本計画第２期実施計画策定。  
  我孫子市社会教育推進計画策定。  
  図書館子どもの読書活動優秀実践図書館団体文部科学大臣表彰受賞。  
  教育研究所に特別支援教育担当を設け、指導主事、福祉主事を配置し、特別支援教育の体制づ

くりを開始した。  
７月 小学校に安全管理員を配置し、学校生活において児童が安全に生活できる環境を整える。  

１０月 総合型地域スポーツクラブ・根戸エンジョイクラブ設立。  
  アテネオリンピック・ 野球競技、日本チーム銅メダル獲得。  
  代表選手の金子誠選手に我孫子市民文化スポーツ栄誉章授与。 

平成１７年 ４月 生涯学習担当を生涯学習部から分離し、単独部局の生涯学習推進室を設置。生涯学習部は社会

教育部に改称。市史編さん室の廃止。  
６月 ロシア・バレエ・フェスティバル開催。  
８月 第１回チャレンジウォーク始まる。  

  我孫子市民ミュージカル「バレンタイン・ドリーム」上演。  
  ２００５千葉きらめき総体なぎなた競技開催。  
１０月 小学校コンピュータ教室機器入れ替え、学校間ＬＡＮ使用開始。  

  我孫子市スポーツ振興応援団設立。  
１１月 図書館ホームページからの資料予約サービス開始。近隣センターでの図書館サービス開始。 

平成１８年 ３月 我孫子市湖北地区図書館用地選定に係わる調査報告書策定。  
４月 教育研究所が指導課から分離、課相当組織となる。所内に特別支援教育センター、教科書セン

ターを設置。生涯学習推進室に、生涯学習担当（課相当組織）を新設し、社会教育部から公民

館、図書館の２課が移行し３課に。高校総体推進室の廃止。  
  学校給食に我孫子産米を導入。  
  体育施設インターネット等予約スタート。  
  財団法人我孫子市都市建設公社を指定管理者として公民館を管理運営させる。  
  図書館開館日・開館時間の拡大。  
   (館内整理日の開館・市民図書館 土・日・祝も２０時まで時間延長)  
  総合型地域スポーツクラブ・三小健康クラブ及び湖北はつらつクラブ設立。  

７月 キャリア教育推進組織体制確立、小学校１２校、中学校５校で職場体験学習実施。  
  アロハ・フェスタｉｎアビコ'０６開催。  
１２月 いじめ対策委員会設置、市内全小中学校で共通アンケートを実施。  

  五本松運動広場クラブハウス解体。 

平成１９年 ２月 鶏民芸品展－秋篠宮コレクション－開催。  
４月 心の教室相談員を１９校に配置した。  
５月 旧村川別荘が市指定文化財に指定。  
６月 我孫子第一小学校で「あびっ子クラブ」がスタート。  
７月 手賀沼文化拠点整備計画の策定。  

  小学校プール一般開放。第一小学校・湖北小学校・湖北台西小学校、根戸小学校・布佐南小学

校・第三小学校・第四小学校・新木小学校で実施。  
  ２０１０年第６５回国民体育大会の千葉県開催が決定。  

８月 アロハフェスタで歯ッピースマイルフォトコンテストを開催。  
  我孫子市湖北地区図書館用地選定に係わる調査報告書（第二次）策定。  

９月 小・中学校にＡＥＤを設置。  
１１月 プエリ・ガウデンテス少年合唱団が我孫子市合唱祭で公演。  
１２月 新木小学校、高野山小学校で人権教室を開催。  

  第６５回国民体育大会なぎなた競技の会場地として決定。 

平成２０年 １月 図書館内検索コンピュータからの資料予約サービス開始。  
２月 手賀沼文化拠点整備計画 実行計画の策定。  
３月 根戸小学校の増築校舎が完成。  
４月 つくし野多目的広場完成。  

  社会教育部と生涯学習推進室を統合し生涯学習部に改称。学び推進課の新設。体育課内に国体

推進室を設置。  
  教育研究所にケースワーカーを配置し、相談体制の充実を図った。 
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平成２０年 ５月 第６５回国民体育大会我孫子市実行委員会設立発起人会を開催。  
７月 第８５回東京箱根間往復大学駅伝競走総合第５位の中央学院大学陸上部にスポーツ功労章授

与。  
  古戸里神楽が市指定文化財に指定。  
  ゆめ半島千葉国体我孫子市実行委員会設立総会及び第１回実行委員会総会を開催。 

平成２１年 １月 鳥の博物館元旦開館。  
  第１６回全国小学生バドミントン選手権大会男子ダブルス５年生以下優勝の松本多聞選手にス

ポーツ功労章授与。  
  我孫子市学校支援地域本部事業「湖北台地区学校サポートセンター」発足。  

２月 五本松運動広場整備基本計画の策定。  
  布佐下多目的広場整備基本設計の策定。  

３月 湖北地区図書館基本計画策定。  
４月 生涯学習部を６課から４課に再編。生涯学習課、文化・スポーツ課、鳥の博物館、図書館。 

少年センターを生涯学習部社会教育課から教育総務部指導課に移管。  
  特定非営利活動法人我孫子市体育協会・株式会社東進ビルシステム共同事業体を指定管理者と

して市民体育館等を管理運営させる。  
  白樺文学館市に寄贈、市運営。  

５月 我孫子市生涯学習推進計画(第二次）～自分づくり人づくり心のまちづくり～を策定。  
  第５０回都道府県対抗なぎなた大会（第６５回国民体育大会（ゆめ半島千葉国体）なぎなた競

技リハーサル大会）を開催。  
６月 我孫子市文化芸術振興条例公布。  
７月 湖北地区図書館建設用地の一部を債務負担行為で土地開発公社が先行取得。  

  第６４回国民体育大会関東ブロック大会なぎなた競技を市民体育館で実施。  
９月 我孫子市文化施設整備基金条例の制定。  

１１月 湖北地区公民館指定管理者名称変更。 

平成２２年 １月 旧杉村楚人冠邸が市指定文化財に指定。  
２月 我孫子市文化芸術振興基本方針策定。  
４月 事業仕分けにより週５日制事業・男塾・わんぱくスクール廃止。  
９月 第６５回国民体育大会ゆめ半島千葉大会「なぎなた競技会」を開催。  

１０月 湖北小学校増田文庫開設。  
１２月 我孫子市文化財保存基金条例を制定。基金を設置。 

平成２３年 ３月 志賀直哉邸跡書斎が市指定文化財に指定。  
４月 国体推進室の廃止。  

１１月 杉村楚人冠記念館開館。 

平成２４年 ３月 葺不合神社が市指定文化財に指定。  
４月 中学校補助教材「ふるさと我孫子の先人たち」が完成。中学生１・２・３年生に配付。  
６月 図書館資料の返却延滞者に対し、図書館資料の貸出し及び予約の停止措置を開始。  
８月 平井康翔選手(一小､我中出身)ロンドンオリンピック競泳男子１０キロマラソン出場。  

１２月 旧井上家住宅が市指定文化財に指定。 

平成２５年 １月 いじめ・悩み相談ホットラインを教育研究所に開設。  
３月 我孫子市教育振興基金条例の制定。  
４月 湖北地区公民館指定管理者が変更となる。  

１０月 我孫子市小中一貫教育推進委員会発足。 

平成２６年 ２月 いじめ・悩み相談ホットライン メール相談開始。  
  我孫子市小中一貫教育基本方針策定。  

  日立精機２号墳が市指定文化財に指定。  
４月 指導課内に小中一貫教育推進室の設置。  

  小中一貫教育推進モデル地区として布佐中学校区を指定。  
６月 全国女子大学ゴルフ対抗戦の優勝をたたえ、中央学院大学ゴルフ部女子にスポーツ功労賞を贈

呈。   
７月 国際アンデルセン賞作家賞を受賞した上橋菜穂子さんに市民文化スポーツ栄誉章を贈呈。   

１０月 我孫子市いじめ防止対策推進条例およびいじめ防止基本方針の制定。  
１１月 手賀沼殉難７０周年式典として、手賀沼殉難教育者慰霊式を執り行う。 

平成２７年 ４月 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に伴い、新たな教育委員会制度がスタート。  
  「Abi☆小中一貫カリキュラム」の策定。  

７月 我孫子市教育大綱の策定。  
１１月 手賀沼殉難教育者之碑を湖北小学校に移設。 

平成２８年 ２月 ヒカリモ発生地が市指定文化財に指定。 
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平成２８年  ２月 市内全中学校（普通教室、特別教室）にエアコン設置。  
３月 我孫子市社会教育委員条例とあびこ楽校協議会運営要綱を廃止し、我孫子市生涯学習審議会条

例を制定。  
  我孫子市教育振興基本計画の策定。  

４月 我孫子市社会教育委員会議とあびこ楽校協議会を統合し、生涯学習審議会を設置。   
５月 市内全小学校（普通教室、特別教室）にエアコン設置。  
７月 湖北郷土資料室の開室。  

１０月 小中一貫教育布佐中学校区公開研究会を実施。 

平成２９年 １月 スポーツ功労表彰授与。第３３回全国少年少女レスリング選手権大会女子の部３年生３０キロ

グラム優勝の木村美海さん、第３９回全国 JOCジュニアオリンピックカップ夏季２００メート

ル自由形優勝の柏崎清花さん、第５３回日本女子学生ゴルフ選手権大会優勝の金澤志奈さん。  
３月 「我孫子市幼保小連携・接続カリキュラム」が完成。  
８月 湖北小学校の木造校舎(昭和２８年建築)を一般公開後、解体。  

１０月 我孫子市子ども見守り隊の発足。  
１２月 第８５回全国高等学校総合体育大会２００ｍ自由形優勝の柏崎清花さんにスポーツ功労表彰を

授与。 

平成３０年 １月 第２５回全国中学校駅伝大会優勝の白山中学校男子チームにスポーツ功労表彰を授与。  
  湖北地区公民館の愛称を公募、「コホミン」と決定。  

６月 第１７回全国小学生ソフトテニス大会女子６年生シングルスの部優勝の泉屋初希さんにスポー

ツ功労表彰を授与。 

平成３１年 １月 第３５回全国少年少女レスリング選手権大会優勝の木村美海さんにスポーツ功労表彰を授与。  
２月 第１８回全国障害者スポーツ大会「福井しあわせ元気大会」走幅跳優勝の加茂川隆文さん、砲

丸投、ソフトボール投優勝の船水梓緒里さん、２００ｍ優勝の原野史菜さんにスポーツ功労表

彰を授与。  
  白泉寺 待道講版木 附 待道講資料が市指定文化財に指定。  

３月 第７３回国民体育大会水泳競技大会４×１００ｍメドレーリレー優勝の柏崎清花さんにスポー

ツ功労表彰を授与。  
  我孫子市子どもの読書活動推進計画の策定。  

４月 我孫子市小中一貫教育完全実施。 

令和２年 ２月 竹内神社例大祭が市指定文化財に指定。 

 ３月 「我孫子市幼保小連携・接続カリキュラム（方針編）」改訂。  
  我孫子市学校施設個別施設計画の策定。 

  第３６回全国少年少女レスリング選手権大会優勝の木村美海さん、２０１９年度第３回日本知

的障碍者選手権新春水泳競技大会優勝の上村温さん、DUNLOP SRIXON 全日本ジュニアテニス選

手権'１９ supported by NISSHINBO１８歳以下女子ダブルス優勝の長門桃子さん、第９５回日

本学生選手権水泳競技大会４００ｍ個人メドレー優勝の柏崎清花さん、第９５回日本選手権水

泳競技大会１５００ｍ自由形優勝・ジャパンオープン２０１９ １５００ｍ自由形優勝の平井

彬嗣さんにスポーツ功労表彰を授与。  
５月 鳥の博物館開館３０周年。 

 ７月 適応指導教室「ヤング手賀沼」が長雨で雨漏り、漏電のため使用不可となる。７月はコホミン

調理室、第一学習室を使用し、９月からは湖北台東小学校内地域交流室に活動の場所を移し

た。  
１１月 市制５０周年記念事業「山下清展」開催。  
１２月 我孫子市文化財保存活用地域計画が文化庁より認定される。 

令和３年 １月 鳥の博物館開館３０周年を迎え鳥の博物館友の会より鳥の博物館へ簡易電動リフトの寄贈。  
２月 井上家資料が市指定文化財に指定。  
３月 「我孫子市教育委員会と公益財団法人山階鳥類研究所との連携に関する協定書」締結。  

  １人１台タブレット型端末全校配置完了。 

  第６２回日本選手権（25ｍ）水泳競技大会男子１５００ｍ自由形優勝の平井彬嗣さんにスポー

ツ功労表彰を授与。  
４月 市内全中学校に飲料自動販売機設置。 

  けやきプラザ１１階うなきちさんの家に適応指導教室「ヤング手賀沼」分室を開設。 

 ６月 湖北台東小学校をモデル校として水泳指導を民間のスイミングスクールへ委託。  
８月 市内全中学校体育館にエアコン設置。 

 ９月 我孫子市鳥の博物館基金条例の制定。  
１２月 「Abi☆小中一貫カリキュラム」改訂。 

令和４年 ２月 子の神５号墳が市指定文化財に指定。  
３月 市指定文化財「志賀直哉邸跡書斎」をクラウドファンディングにより修復。 
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  第９７回日本学生選手権水泳競技大会４００ｍ個人メドレー優勝の柏崎清花さんにスポーツ功

労表彰を授与。  
４月 組織の見直しにより、担当制から係制に移行。  

  教育研究所を教育相談センターに名称変更。適応指導教室「ヤング手賀沼」を教育支援センタ

ーに名称変更し、愛称を本室は「かけはし」、分室は「ひだまり」とする。  
  コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の導入。 

 ６月 小学校（３校）の水泳指導を民間のスイミングスクールへ委託。  
７月 杉村楚人冠陶板句碑が市指定文化財に指定。 

令和５年 

 

１月 成年年齢を 18歳とする法改正を受け、成人式は「二十歳成人式」と名称を変更し、これまで

通り 20歳の方を対象に開催。 

 ３月 我孫子市スポーツ推進計画の策定。 

  我孫子市白樺文学館基金条例の制定。 

  我孫子アートな散歩市企画委員会より鳥の博物館へジャイアントモアモニュメントの寄贈。 

 

 

BNP PARIBAS WORLD TEAM CUP（車いす女子テニス）優勝の船水梓緒里さん、IFCPF World 

Championship２０２２（CPサッカー）３位の芳野竜太さん、２０２２年ビアスレ・トライア

スレ（近代２種・３種）世界選手権大会ビアスレ U１７個人４位の石井琉之介さん、FIBA ３X

３ U２３ World Cup ２０２２（３X３バスケットボール）６位の改田拓哉さん、JFA第１６

回全日本 O-７０サッカー大会優勝の今橋一さん、第２２回全国障害者スポーツ大会「いちご

一会 とちぎ大会」５０ｍ自由形優勝・第２５回日本知的障害者選手権水泳競技大会４００ｍ

個人メドレー優勝の上村温さん、２０２２全日本体重別空手道選手権大会＋５０ｋｇ優勝・第

５４回オープントーナメント全日本空手道選手権大会女子トーナメント優勝の鵜沢菜南さん、

第２２回全国障害者スポーツ大会「いちご一会 とちぎ大会」１００ｍ優勝・リレー優勝の 

原野史菜さん、日本スポーツマスターズ２０２２ソフトテニス競技優勝の小笠原敬之さん、

Women’s World Floorball Championship ２０２３ Qualification AOFC（女子フロアボー

ル）優勝の和田菜緒さんにスポーツ功労表彰を授与。 

 ４月 市内中学校６校と小学校３校に校内教育支援センターを設置。 

 ８月 下ヶ戸貝塚出土品一括が市指定文化財に指定。 

  夏休み期間中の学校プールの一般開放を取りやめ、主に小中学生を対象に民間の屋内プール施

設を活用したプール開放を実施。 

 １２月 小学校（８校）の水泳指導を民間のスイミングスクールへ委託。 

令和６年 ３月 第 96回 選抜高等学校野球大会に中央学院高校が出場。全国ベスト４となる。 

  旧井上家住宅に屋外トイレを設置。 

  DANCE WORLDS CHAMPIONSHIP（ダンス）２位の山田彩未さん、ヴィシー２０２３Virtusグロー

バルゲームズ男子２００ｍバタフライ（水泳）２位の上村温さん、令和５年度全国高等学校総

合体育大会男子バレーボール競技大会北海道総体２０２３（バレーボール）優勝の櫻井信人さ

ん、第４０回全日本実業団パワーリフティングノーギア選手権大会（パワーリフティング）優

勝の小関未樹さん、FIBA３×３Ulaanbaatar Super Quest ２０２３（バスケットボール）５位

の改田拓哉さん、第１３回全世界空手道選手権大会（空手）準優勝の鵜沢菜南さん、ジャパネ

ット杯春の高校バレー第７６回全日本バレーボール高等学校選手権大会（バレーボール）優勝

の楠本海斗さん、日本スポーツマスターズ２０２３福井大会（ソフトテニス）優勝の小笠原敬

之さん、The ２０２３ BNP World Paribas Team Cup（車いすテニス）準優勝の船水梓緒里さ

ん、第１０回全日本シニア東西対抗ソフトテニス大会（ソフトテニス）優勝の永田眞由美さん

にスポーツ功労表彰を授与。 

 ３月 我孫子市子どもの読書活動推進計画（第二次）の策定。 

 ４月 市内小学校３校に校内教育支援センターを追加設置。 

 ６月 湖北行政サービスセンターの閉鎖に伴い湖北郷土資料室の閉室。 
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